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宋
金
十
「
大
曲
（
楽
）」
箋
釈

　
　

宋
金
十
「
大
曲
（
楽
）」
箋
釈

張　
　
　
　

鳴　
　
　

村
越 

貴
代
美　

訳　
　
　

　
【
凡
例
】

一
、
本
稿
は
張
鳴
論
文
「
宋
金
十
『
大
曲
（
楽
）』
箋
説
」（『
文
学
遺
産
』
二
○
○
四
年
・
第
一
期
に
「
宋
金
『
十
大
曲
（
楽
）』

箋
説
」
と
し
て
掲
載
）
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
引
用
さ
れ
た
作
品
に
は
原
則
と
し
て
、
韻
文
の
場
合
は
原
文
と
（　

）
内
に
書
き
下
し
文
を
、
散
文
の
場
合
は
書
き
下
し

文
の
み
を
、
付
し
た
。

一
、
他
の
（　

）
内
の
注
は
、
原
注
で
あ
る
。

　

宋
金
十
「
大
曲
」
は
、
宋
金
十
「
大
楽
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
宋
金
時
代
の
歌
曲
で
、
元
代
に
な
っ
て
も
歌
壇
で
流
行
し
続
け
た
十
首
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で
あ
る
。
大
曲
と
は
も
と
も
と
大
型
の
歌
舞
組
曲
で
あ
る
が
、
歌
曲
全
般
を
指
す
こ
と
も
あ
る
。
宋
金
元
の
時
代
は
、
歌
詞
を
「
大
曲
」

と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
蘇
軾
が
黄
州
に
い
た
こ
ろ
詞
を
寄
せ
る
人
が
い
て
、「
子
安
兄
に
与
う
」
手
紙
に
「
一
大
曲
有
り

寄
呈
す
、
一
笑
と
為
さ
ん
」
と
書
い
て
い
る
。
元
雑
劇
「
銭
大
尹
智
寵
謝
天
香
」
第
三
折
で
正
旦
が
「
窮
西
河
」
曲
を
歌
い
、「
姐ね

え姐

さ
ん
誰
か
敢
て
袖
に
『
楽
章
集
』
を
褪か
く

せ
る
を
道い

う
毎ご
と

に
、
都す
べ

て
則
ち
是
れ
我
に
一
身
の
虧
か
け
め

を
断う
し
な送

わ
す
。
怕も
し

や
大
曲
子
を
学
ば
ん
と

待の
ぞ

め
ば
我
れ
頭は
じ
め児

よ
り
你
あ
な
た

に
唱
う
た
い
き
か

与
せ
ん
、
本
よ
り
記
お
ぼ
え

し
的も
の

人
前
に
会み
せ

る
も
、
挂け
っ
し
て

口
児
今
よ
り
後
は
再
び
提い

う
休な
か

れ
」
と
あ
る
が
、
こ
こ

の
「
大
曲
」
は
『
楽
章
集
』
の
歌
詞
を
指
し
て
い
る
。
十
「
大
楽
」
と
い
う
呼
び
方
が
初
め
て
見
え
る
の
は
、
元
・
楊
朝
英
『
楽
府
新

編
陽
春
白
雪
』
巻
一
に
載
せ
る
元
・
燕
南
芝
庵
「
唱
論
」
で
、
十
首
の
作
品
名
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
元
・
陶
宗
儀
『
南
村
輟
耕
録
』

巻
二
十
七
の
「
燕
南
芝
庵
先
生
唱
論
」、
臧
晋
叔
『
元
曲
選
』
巻
首
の
「
燕
南
芝
庵
論
曲
」
で
は
、
い
ず
れ
も
「
大
楽
」
を
「
大
曲
」

に
作
る
。「
唱
論
」
の
十
「
大
曲
」
は
、
次
の
よ
う
な
配
列
で
あ
る
。（
作
者
名
は
「
唱
論
」
に
依
る
）

一
、
蘇
小
小
「
蝶
恋
花
」

二
、
鄭
千
江
「
望
海
潮
」

三
、
蘇
東
坡
「
念
奴
嬌
」

四
、
辛
稼
軒
「
摸
魚
子
」

五
、
晏
叔
原
「
鷓
鴣
天
」

六
、
柳
耆
卿
「
雨
霖
鈴
」

七
、
呉
彦
高
「
春
草
碧
」

八
、
朱
淑
真
「
生
査
子
」

九
、
蔡
伯
堅
「
石
州
慢
」
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宋
金
十
「
大
曲
（
楽
）」
箋
釈

十
、
張
三
影
「
天
仙
子
」

　

元
人
の
散
曲
の
選
集
で
あ
る
『
楽
府
新
編
陽
春
白
雪
』（
略
称
『
陽
春
白
雪
』、
別
名
『
楽
府
陽
春
白
雪
』）
巻
一
に
、「
唱
論
」
と
「
大
楽
」

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
大
楽
」
の
項
に
こ
の
十
首
の
歌
詞
が
記
録
さ
れ
、
巻
二
以
降
が
元
の
散
曲
で
あ
る
。「
唱
論
」
は
元
曲
の
演
唱

の
理
論
・
方
法
お
よ
び
技
巧
を
論
じ
た
有
名
な
文
献
で
、
燕
南
芝
庵
が
「
唱
論
」
に
「
十
大
曲
」
の
作
品
名
を
載
せ
た
の
は
、
当
時
の

歌
壇
の
状
況
を
反
映
し
た
の
に
違
い
な
い
。『
陽
春
白
雪
』
は
唱
本
の
形
を
と
っ
た
歌
曲
集
で
あ
り
、
こ
の
十
首
の
宋
金
詞
が
散
曲
の

作
品
を
収
め
た
書
物
の
巻
頭
に
列
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
歌
詞
の
規
範
と
し
て
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
だ

ろ
う
。

　

元
代
の
「
十
大
曲
」
流
行
の
様
子
を
伝
え
る
資
料
が
い
く
つ
か
あ
る
。
元
・
石
君
宝
の
雑
劇
「
諸
宮
調
風
月
紫
雲
亭
」
第
一
折
「
混

江
龍
」
の
唱
に
、「
我
の
唱
う
的の

は
是
れ
『
三
国
志
』、
先
ず
十
大
曲
を
饒ゆ
る

せ
、
俺わ

が
娘は
は

は
便
ち
『
五
代
史
』、
続
い
て
『
八
陽
経
』
を

添
え
ん
。」
と
あ
り
、
元
代
の
諸
宮
調
の
芸
人
が
『
三
国
志
』
を
唱
う
前
に
「
十
大
曲
」
を
唱
っ
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
具
体
的

な
作
品
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
唱
論
」
に
記
載
さ
れ
た
十
首
の
「
大
曲
」
を
指
し
て
い
る
と
考
え
て
、ほ
ぼ
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

元
雑
劇
の
描
写
か
ら
も
そ
の
証
左
は
得
ら
れ
る
。
無
名
氏
「
逞
風
流
王
煥
百
花
亭
」
雑
劇
で
、
書
生
王
煥
と
上ト
ッ
プ
の庁
行ぎ
じ
ょ首
賀
憐
憐
の
相
愛

の
物
語
が
演
じ
ら
れ
る
が
、
第
一
折
で
王
煥
は
、「
小
生
、
諸
子
百
家
に
通
暁
し
、
古
今
の
典
故
を
博
覧
し
、
五
音
を
知
り
、
六
律
に

達
し
、
吹
弾
・
歌
舞
、
写
字
・
吟
詩
す
…
…
此
に
因
り
人
皆
な
称
し
て
風
流
王
煥
と
為
す
」
と
自
己
紹
介
し
、
王
小
二
が
賀
憐
憐
に
王

煥
を
紹
介
す
る
時
に
は
、「
懐
に
揣お
さ

む 

『
十
大
曲
』、
袖
に
褪か
く

す
『
楽
章
集
』。
…
…
端ま
こ
と的
に
箇こ

れ
天
下
の
風
流
、
其
の
右
に
出
る
無
し
」

だ
と
言
っ
て
い
る
。「
懐
揣
」
と
言
っ
た
上
に
、
柳
永
の
『
楽
章
集
』
に
も
触
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
十
首
の
歌
詞
の
唱
本

を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。「
百
花
亭
」
の
描
写
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
風
流
の
子
弟
を
語
る
際
、「
十
大
曲
」
が
き
わ
め
て
重

要
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
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明
の
毛
晋
汲
古
閣
刻
朱
淑
真
『
断
腸
詞
』
の
跋
語
に
、朱
淑
真
の
詞
の
「
又
た
一
闋
は
『
十
大
曲
』
中
に
見
え
る
」
と
あ
り
、「
十
大
曲
」

の
唱
本
が
明
代
ま
で
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
十
首
は
時
代
の
選
択
と
淘
汰
を
経
て
、
当
時
（
元
代
）、
模
範
的
作
品
と
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
大
部
分
は
宋
金
の
頃
す
で
に
有
名

で
、
今
日
で
も
名
作
と
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
当
時
は
広
く
歌
わ
れ
た
も
の
の
今
日
で
は
模
範
的
作
品
と
は
見
な
さ

れ
な
い
も
の
も
一
部
あ
り
、「
唱
論
」
と
『
楽
府
陽
春
白
雪
』
に
は
、
宋
金
詞
の
流
伝
過
程
に
関
す
る
貴
重
な
情
報
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
作
品
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
当
時
の
歌
の
伝
承
状
況
を
理
解
し
、
宋
金
時
代
の
流
行
歌
の
特
徴
を
知
る
た
め
に
、
大
い
に
役
立
つ

で
あ
ろ
う
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、『
陽
春
白
雪
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
十
大
曲
」
は
、「
唱
論
」
と
配
列
が
異
な
る
。『
陽
春
白
雪
』
の
配
列
は
、

以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　

一
、
坡
仙
「
念
奴
嬌
」

　
　

二
、（
闕
名
）［
商
調
］「
蝶
恋
花
」

　
　

三
、
晏
叔
原
［
大
石
調
］「
鷓
鴣
天
」

　
　

四
、
鄧
千
江
「
望
海
潮
」

　
　

五
、
呉
彦
高
「
春
草
碧
」

　
　

六
、
辛
稼
軒
「
摸
魚
子
」

　
　

七
、
柳
耆
卿
［
双
調
］「
雨
霖
鈴
」

　
　

八
、
朱
淑
真
［
大
石
調
］「
生
査
子
」

　
　

九
、
蔡
伯
堅
「
石
州
慢
」
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宋
金
十
「
大
曲
（
楽
）」
箋
釈

　
　

十
、
張
子
野
［
中
呂
調
］「
天
仙
子
」

　

最
大
の
違
い
は
、蘇
軾
の「
念
奴
嬌
」が
首
位
に
置
か
れ
て
、そ
の
他
の
作
品
の
配
列
も
あ
る
程
度
調
整
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
坡

仙
」
と
い
う
呼
び
方
は
特
別
だ
が
、
そ
の
他
は
「
唱
論
」
よ
り
規
範
的
で
、
配
列
も
調
整
さ
れ
て
お
り
、
意
識
的
で
あ
る
。
ま
た
五
首

に
宮
調
が
注
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
、
実
際
に
演
唱
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
『
楽
府
新
編
陽
春
白
雪
』
に
は
、
旧
抄
九
巻
本
と
元
刻
十
巻
本
の
二
種
が
あ
り
、
今
人
の
隋
樹
森
先
生
が
旧
抄
本
を
も
と
に
整
理
・

校
訂
し
た
も
の
が
、
中
華
書
局
か
ら
一
九
五
七
年
に
『
新
校
九
巻
本
陽
春
白
雪
』
と
し
て
出
版
さ
れ
、
も
っ
と
も
詳
し
い
。
こ
こ
で
は

こ
の
書
に
依
り
、「
十
大
曲
」
を
分
析
す
る
。
文
字
は
隋
氏
校
本
に
従
い
、
異
文
で
問
題
と
な
る
箇
所
は
適
宜
改
め
、
簡
単
に
分
析
す

る
。
作
者
名
は
今
人
の
通
行
に
従
っ
て
改
め
、
配
列
は
「
唱
論
」
に
従
う
。
各
作
品
に
つ
い
て
、
ま
ず
問
題
点
を
「
箋
釈
」
と
し
て
記

し
、
最
後
に
「
総
釈
」
と
し
て
見
解
を
ま
と
め
る
。
諸
賢
の
指
教
を
請
う
次
第
で
あ
る
。

　
　
　

一
、（
闕
名
）［
商
調
］「
蝶
恋
花
」

妾
本
銭
塘
江
上
住
。　
　
　
　
　

妾
は
本も

と
銭
塘
の
江
上
に
住
む
。

花
落
花
開
、
不
管
流
年
度
。　
　

花
落
ち
花
開
き
、
流
年
の
度わ
た

る
を
管
つ
か
さ
どら
ず
。

燕
子
銜
将
春
色
去
。　
　
　
　
　

燕
子
銜
ん
で
春
色
を
将ひ
き

い
て
去
る
。

紗
窓
幾
陣
黄
梅
雨
。　
　
　
　
　

紗
窓
に
幾
陣
か
黄
梅
の
雨
。

斜
挿
犀
梳
雲
半
吐
。　
　
　
　
　

斜
め
に
犀
梳
を
挿
し
雲か
み

半
ば
吐
く
。
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檀
板
軽
敲
、
唱
徹
「
黄
金
縷
」。  

檀
板
も
て
軽
く
敲
き
、「
黄
金
縷
」
を
唱
い
徹と
お

す
。

望
断
彩
雲
無
覓
処
。　
　
　
　
　

望
断
す
れ
ど
彩
雲
の
覓も
と

む
る
処
無
し
。

夢
回
明
月
生
南
浦
。　
　
　
　
　

夢
は
回
る　

明
月
の
南
浦
に
生
ず
る
に
。

【
箋
釈
】

　
『
陽
春
白
雪
』
巻
一
で
は
作
者
名
な
し
、「
唱
本
」
は
蘇
小
小
の
作
と
す
る
。『
南
村
輟
耕
録
』
所
収
「
唱
論
」
も
同
じ
。
宋
人
の
『
春

渚
紀
聞
』
巻
七
で
は
、上
片
を
蘇
小
小
が
歌
い
、下
片
を
秦
覯
（
少
章
）
が
続
け
て
作
っ
た
、と
す
る
。
曾
慥
『
楽
府
雅
詞
』
拾
遺
上
で
は
、

司
馬
槱
の
詞
と
す
る
。
こ
の
詞
の
本
事
と
作
者
に
関
し
て
は
、張
耒
「
司
馬
槱
の
事
を
書
す
」
の
記
述
が
、信
憑
性
が
高
い
。「
司
馬
槱
、

陝
人
、
太
師
文
正
の
侄
な
り
。
制
挙
中
第
し
、
関
中
の
一
幕
官
に
調う
つ

さ
る
。
行
次
の
里
中
、
一
日
昼
寐
し
、
恍
惚
と
し
て
間し
ば

し
一
美
婦

人
を
見
る
。
衣
裳
甚
だ
古
く
、
幌
中
に
入
る
や
、
板
を
執
り
歌
い
て
曰
く
、『
家
在
銭
塘
江
上
住
。
花
落
花
開
、
不
管
年
華
度
。
燕
子

又
将
春
色
去
。
紗
窓
一
陣
黄
昏
雨
』
と
。
歌
闕お
わ

り
て
去
る
。
槱
因
り
て
続
け
て
一
曲
を
成
す
、『
斜
挿
犀
梳
雲
半
吐
。
檀
板
清
敲
、
唱

徹
「
黄
金
縷
」。
望
断
雲
行
無
去
処
。
夢
回
明
月
生
春
浦
』
と
。
後
に
杭
州
幕
官
に
易
る
。
或
は
云
う
、
其
の
官
舎
の
下
、
乃
ち
蘇
小

の
墓
に
し
て
、
槱
、
竟
に
官
に
卒
す
」（『
張
耒
集
』
巻
五
三
「
題
跋
」）
と
あ
る
。「
銭
塘
江
上
に
住
」
ん
で
い
る
「
蘇
小
」
と
は
、
南
斉

の
名
妓
蘇
小
小
で
、『
楽
府
詩
集
』
巻
八
五
「
雑
歌
謡
辞
」
の
「
蘇
小
小
歌
」
題
注
に
、「
一
に
『
銭
塘
蘇
小
小
歌
』
と
曰
う
。『
楽
府

広
題
』
に
、『
蘇
小
小
、
銭
塘
の
名
倡
な
り
。
蓋
し
南
斉
の
時
の
人
な
り
』
と
曰
う
」
と
あ
る
。
杭
州
に
は
蘇
小
小
の
墓
が
あ
る
。
晁

公
武
『
郡
斎
読
書
志
』
巻
四
下
に
は
、「
司
馬
槱
、
字
は
才
仲
、
是
れ
司
馬
光
の
侄
孫
、
元
祐
初
に
賢
良
科
に
挙
げ
ら
れ
、
銭
塘
尉
に

調
さ
れ
卒
す
」
と
あ
る
。
張
耒
と
司
馬
光
、
司
馬
槱
は
同
時
代
の
人
で
、
司
馬
槱
が
司
馬
光
の
侄
と
い
う
の
は
誤
記
で
あ
ろ
う
が
、
夢

で
蘇
小
小
が
こ
の
詞
の
上
片
を
歌
う
の
を
見
て
、
司
馬
槱
が
下
片
を
続
け
て
完
成
さ
せ
た
、
と
言
わ
れ
る
の
は
何
か
来
歴
が
あ
る
の
だ
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金
十
「
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曲
（
楽
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ろ
う
。
し
か
し
、
蘇
小
小
は
南
斉
の
人
で
あ
る
か
ら
、
北
宋
ま
で
出
か
け
て
き
て
詞
を
作
る
の
は
難
し
い
。
夢
で
蘇
小
小
が
歌
っ
た
、

と
い
う
の
は
ま
ず
で
た
ら
め
で
、
歌
詞
は
も
ち
ろ
ん
司
馬
槱
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
内
容
的
に
は
、
上
片
は
蘇
小
小
の
第
一
人

称
で
語
ら
れ
、
下
片
は
傍
観
者
の
立
場
に
か
わ
り
、
抒
情
の
角
度
が
転
じ
た
こ
と
が
最
後
の
二
句
で
よ
う
や
く
明
ら
か
に
な
る
。「
蝶

恋
歌
」
を
、
宋
人
は
一
般
に
「
商
調
」
で
作
っ
て
い
た
が
、
こ
の
作
品
も
そ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
詞
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
背
景
に
持
つ
作
品
で
、
複
雑
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
は
な
い
が
鮮
や
か
な
伝
奇
的
色
彩
が
あ
る
。
宋
代
の
通
俗

的
な
流
行
歌
曲
に
多
く
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
蘇
小
小
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
宋
詞
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
例
え
ば
、
欧

陽
修
「
漁
家
傲
」
の
「
妾
本
銭
塘
蘇
小
妹
、芙
蓉
花
共
門
相
対
（
妾
は
本
と
銭
塘
の
蘇
小
妹
、芙
蓉
の
花
共と

も

に
門
に
相
対
す
）」、鄭
僅
「
調
笑
転
踏
」

の
「
花
前
月
下
悩
人
脹
、
不
独
銭
塘
有
蘇
小
（
花
前
月
下　

人
の
脹
を
悩
ま
す
、
独
り
銭
塘
に
蘇
小
有
る
の
み
な
ら
ず
）」
と
あ
る
。
司
馬
槱
が

夢
に
蘇
小
小
を
見
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
伝
奇
的
色
彩
の
た
め
に
当
時
広
く
流
行
し
、『
雲
斎
広
録
』
巻
七
「
銭
塘
異
夢
」、『
春
渚
紀
聞
』

巻
七
「
司
馬
才
仲
遇
蘇
小
」
な
ど
、宋
人
の
筆
記
小
説
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
ま
た
、宋
代
の
話
本
「
銭
塘
佳
夢
」（
羅
燁
『
酔
翁
談
録
』

に
見
え
る
）
で
も
語
ら
れ
て
い
る
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
広
ま
る
と
同
時
に
、
こ
の
詞
も
市
井
の
勾
欄
で
広
く
歌
わ
れ
た
。
宋
代
の
話
本
「
碾

玉
観
音
」
の
導
入
部
に
も
こ
の
詞
が
使
わ
れ
、
作
者
は
「
蘇
小
小
」
に
な
っ
て
い
る
。「
唱
論
」
が
こ
の
詞
の
作
者
を
蘇
小
小
と
し
て

い
る
の
は
、
宋
金
元
の
時
代
に
市
井
で
伝
わ
っ
て
い
た
も
の
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。『
陽
春
白
雪
』
で
作
者
名
を
記
し

て
い
な
い
の
は
、
作
者
に
対
す
る
存
疑
を
残
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
蘇
小
小
で
あ
る
は
ず
が
な
い
の
に
作
者
と
さ
れ
た
の
は
、
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
流
行
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
し
、
市
井
の
通
俗
文
芸
が
伝
奇
性
を
求
め
た
結
果
で
も
あ
る
。
こ
れ
が
「
十
大
曲
」
の
一
と
な
っ
た
の

も
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
伝
奇
性
と
関
係
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
宋
代
に
広
く
歌
わ
れ
た
こ
と
と
も
関
係
す
る
だ
ろ
う
。
歌
詞
の
文
学

性
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
作
品
は
決
し
て
レ
ベ
ル
の
高
い
も
の
で
は
な
い
。
宋
金
元
時
代
の
歌
壇
で
は
、
歌
詞
は
そ
の
文
学
性
の
み
が
基

準
と
な
る
の
で
は
な
く
、
流
行
性
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
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二
、
鄭
千
江
「
望
海
潮
」

雲
雷
天
塹
、
金
湯
地
険
、
名
藩
自
古
皋
蘭
。　

雲
雷
の
天
塹
、
金
湯
の
地
は
険
し
、
名
藩
は
古
よ
り
皋
蘭
。

営
屯
繍
錯
、
山
形
米
聚
、
喉
襟
百
二
秦
関
。　

営
屯　

繍
錯
た
り
、
山
形　

米
聚
た
り
、
百
二
の
秦
関
を
喉
襟
す
。

鏖
戦
血
猶
殷
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鏖
戦　

血
は
猶
お
殷あ
か

し
。

見
陣
雲
冷
落
、
時
有
雕
盤
。　
　
　
　
　
　
　

陣
雲
冷
落
し
、
時
に
雕
盤
有
る
を
見
る
。

静
塞
楼
頭
、
暁
月
依
旧
玉
弓
弯
。　
　
　
　
　

静
塞
の
楼
頭
、
暁
月　

旧
に
依
り
玉
の
弓
弯
。

看
看
定
遠
西
還
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

看
看
と
し
て　

定
遠
西
還
す
。

有
元
戎
閫
令
、
上
将
斎
壇
。　
　
　
　
　
　
　

元
戎
の
閫
令
、
上
将
の
壇
に
斎
す
る
有
り
。

甌
脱
昼
空
、
兜
零
夕
挙
、
甘
泉
又
報
平
安
。　

甌
脱　

昼
は
空
し
く
、
兜
零　

夕
べ
に
挙
げ
、
甘
泉　

又
た
平
安
を
報
ず
。

吹
笛
虎
牙
閑
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笛
を
吹
き
虎
牙
は
閑
た
り
。

且
宴
陪
珠
履
、
歌
按
雲
鬟
。　
　
　
　
　
　
　

且
く
宴
し
て
珠
履
を
陪そ

え
、
歌
っ
て
雲
鬟
を
按お
さ

え
ん
。

未
招
興
霊
、
酔
魄
長
繞
賀
蘭
山
。　
　
　
　
　

未
だ
興
霊
を
招
か
ず
、
酔
魄　

長と
わ

に
賀
蘭
山
を
繞
る
。

【
箋
釈
】

　

作
者
の
鄭
千
江
は
、
金
初
の
人
。
著
名
な
人
で
は
な
く
、
歴
史
書
に
名
前
が
見
え
な
い
し
、
詞
も
こ
の
一
首
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
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元
好
問
の
『
中
州
楽
府
』
で
は
、
こ
の
詞
の
小
題
に
「
藍
州
守
に
上
た
て
ま
つる

」
と
し
、「
一
に
張
六
大
尉
に
献
ず
と
作
る
」
と
注
す
る
。
鄭

千
江
に
は
、「
臨
洮
の
人
」
と
だ
け
注
が
あ
る
。
金
の
劉
祁
『
帰
潜
志
』
巻
四
に
、「
金
国
の
初
、張
六
大
尉
な
る
者
有
り
、西
辺
を
鎮
む
。

一
士
人
の
鄭
千
江
な
る
者
有
り
、
一
楽
章
『
望
海
潮
』
を
献
じ
云
々
（
詞
は
省
略
）、
大
尉
贈
る
に
白
金
百
星
を
以
て
す
る
も
、
其
の
人

猶
お
意
に
愜
わ
ず
し
て
去
る
。
詞
、
今
に
至
る
も
之
を
伝
う
」
と
い
う
。
劉
祁
（
一
二
○
三
～
一
二
五
○
）
は
金
末
元
初
の
人
で
、
こ
の

詞
の
来
歴
は
信
ず
る
に
足
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
詞
は
献
上
さ
れ
た
作
品
で
、
そ
の
目
的
は
柳
永
の
「
望
海
潮
」
と
同
じ
。
北
宋
・
沈
唐
（
公
述
）
に
も
「
太
原
知
府
王
君
貺
尚

書
に
上
る
」
と
す
る
「
望
海
潮
」
詞
が
あ
る
。

山
光
凝
翠
、
川
容
如
画
、
名
都
自
古
并
州
。　

山
光　

翠
を
凝
め
、
川
容　

画
の
如
し
、
名
都
は
古
よ
り
并
州
。

簫
鼓
沸
天
、
弓
刀
似
水
、
連
営
十
万
貔
貅
。　

簫
鼓　

天
に
沸
き
、
弓
刀　

水
に
似
た
り
、
十
万
の
貔
貅
を
連
営
す
。

金
騎
走
長
楸
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
騎　

長
楸
に
走
る
。

少
年
人
一
一
、
錦
帯
呉
鉤
。　
　
　
　
　
　
　

少
年
の
人　

一
一
、
錦
帯
に
呉
鉤
す
。

路
入
楡
関
、
雁
飛
汾
水
正
宜
秋
。　
　
　
　
　

路
は
楡
関
に
入
り
、
雁
は
汾
水
に
飛
び　

正
に
秋
に
宜
し
。

追
思
昔
日
風
流
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昔
日
の
風
流
を
追
思
す
。

有
儒
将
酔
吟
、
才
子
狂
遊
。　
　
　
　
　
　
　

儒
将
酔
吟
し
、
才
子
狂
遊
す
る
有
り
。

松
偃
旧
亭
、
城
高
故
国
、
空
余
舞
榭
歌
楼
。　

松
は
旧
亭
に
偃た
お

れ
、
城
は
故
国
に
高
く
、
空
し
く
余
す　

舞
榭
歌
楼
。

方
面
倚
賢
候
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

方
面　

賢
候
に
倚
る
。

便
恐
為
霖
雨
、
帰
去
難
留
。　
　
　
　
　
　
　

便
ち
恐
る　

霖
雨
の
為
に
、
帰
去
の
留
め
難
き
を
。
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好
向
西
渓
、
恣
携
弦
管
宴
蘭
舟
。　
　
　
　
　

西
渓
に
向
か
い
、
恣
に
弦
管
を
携
え
て
蘭
舟
に
宴
す
る
に
好
し
。

　

同
じ
く
投
献
の
作
で
あ
る
。
沈
唐
の
詞
は
、
西
北
の
街
の
雄
々
し
さ
を
歌
い
、
芸
術
的
に
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う

が
、
北
宋
前
期
に
は
珍
し
い
境
地
の
作
品
で
あ
る
。
鄭
千
江
の
作
品
は
、
制
作
の
目
的
、
テ
ー
マ
、
口
調
、
さ
ら
に
風
格
、
い
ず
れ
も

沈
唐
に
似
て
い
て
、
模
倣
し
た
跡
が
明
ら
か
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
で
鄭
千
江
の
作
品
は
、
辺
塞
で
の
生
活
、
血
な
ま
ぐ
さ
い
戦
場
を
よ

り
生
々
し
く
描
き
、
雄
壮
さ
で
は
沈
唐
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
。
楊
慎
は
『
詞
品
』
巻
五
で
、「
千
江
の
詞
、
繁
縟
雄
壮
に
し
て
、
何

ぞ
啻た

だ
十
倍
の
み
之
を
過
ぐ
る
、
出
藍
に
止
ま
ら
ざ
る
の
み
」
と
い
う
。
劉
祁
の
記
載
か
ら
、
こ
の
作
品
が
金
初
か
ら
元
初
ま
で
ず
っ

と
歌
わ
れ
て
い
た
名
作
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
元
代
に
な
る
と
、
金
詞
の
典
型
と
し
て
「
十
大
曲
」
の
一
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
明

人
の
楊
慎
は
『
詞
品
』
巻
五
で
、「
金
人
の
楽
府
は
鄭
千
江
『
望
海
潮
』
を
称
え
て
第
一
と
為
す
」
と
ま
で
、
高
く
評
価
し
て
い
る
。

清
の
王
奕
清
等
『
歴
代
詞
話
』
巻
九
で
も
元
・
陶
宗
儀
を
引
い
て
鄭
千
江
の
作
を
「
近
世
の
所
謂
大
曲
」
中
の
名
作
と
し
、「
蘇
子
瞻
『
念

奴
嬌
』、
辛
幼
安
『
摸
魚
児
』
と
相
い
頡
頏
す
る
に
堪
る
」
と
い
う
。
広
く
公
認
さ
れ
た
評
価
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
　
　

三
、
蘇
軾
「
念
奴
嬌
」

大
江
東
去
、
浪
淘
尽
・
千
古
風
流
人
物
。　
　

大
江　

東
に
去
り
、
浪
淘
し
尽
す　

千
古
の
風
流
人
物
。

故
塁
西
辺
、
人
道
是
・
三
国
周
郎
赤
壁
。　
　

故
塁
の
西
辺
、
人
は
道
う
是
れ　

三
国
の
周
郎
の
赤
壁
な
り
と
。

乱
石
穿
空
、
驚
濤
拍
岸
、
巻
起
千
堆
雪
。　
　

乱
石　

空
を
穿
ち
、
驚
濤　

岸
を
拍
ち
、
巻
き
起
こ
す　

千
堆
の
雪
。

江
山
如
画
、
一
時
多
少
豪
傑
。　
　
　
　
　
　

江
山
は
画
け
る
如
く
、
一
時　

多
少
の
豪
傑
。
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遙
想
公
瑾
当
年
、
小
喬
初
嫁
了
、
雄
姿
英
発
。　

 

遙
か
に
想
う　

公
瑾
の
当
年
、
小
喬　

初
め
て
嫁
し
了
わ
り
、
雄
姿　

英
発
な
り
し
を
。

羽
扇
綸
巾
談
笑
間
、
檣
櫓
灰
飛
煙
滅
。　
　
　

羽
扇　

綸
巾　

談
笑
の
間
、
檣
櫓　

灰
飛
び
煙
滅
す
。

故
国
神
遊
、
多
情
応
笑
我
、
早
生
華
髪
。　
　

故
国　

神
遊
、
多
情　

応
に
我
を
笑
う
べ
し
、
早
に
華
髪
を
生
ぜ
し
を
。　
　

人
生
如
夢
、
一
樽
還
酹
江
月
。　
　
　
　
　
　

人
生 

夢
の
如
し
、
一
樽 

還
た
江
月
に
酹そ

そ

が
ん
。　
　
　
　
　
　

【
箋
釈
】

　

宋
詞
中
の
傑
作
と
さ
れ
、
蘇
軾
の
代
表
作
で
も
あ
り
、
宋
詞
の
最
高
峰
を
示
す
作
品
で
も
あ
る
。
そ
の
評
価
は
歴
代
変
わ
ら
ず
、
蘇

軾
が
詞
風
を
変
革
し
た
こ
と
に
異
論
の
あ
る
人
で
も
、
こ
の
作
品
の
価
値
を
軽
々
し
く
否
定
す
る
こ
と
は
な
い
。
元
代
に
歌
詞
の
規
範

と
し
て
「
十
大
曲
」
の
一
に
選
ば
れ
た
の
も
、
ご
く
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。「
唱
論
」
で
は
三
番
目
だ
が
、『
陽
春
白
雪
』
は
ト
ッ
プ
に

置
き
、
編
者
の
評
価
を
示
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

宋
元
時
代
に
流
布
し
た
『
東
坡
詞
』
に
は
異
文
が
多
い
。
例
え
ば
「
乱
石
穿
空
、驚
濤
拍
岸
」
は
、東
坡
手
書
石
刻
本
（
曹
樹
銘
校
編
『
蘇

東
坡
詞
』
に
見
え
る
）、宋
・
傅
幹
『
注
坡
詞
』
で
は
同
文
だ
が
、元
刊
本
『
東
坡
楽
府
』
で
は
「
乱
石
崩
雲
、驚
濤
裂
岸
」
に
作
る
。
ま
た
「
檣

櫓
灰
飛
煙
滅
」
を
、
傅
幹
『
注
坡
詞
』、
元
刊
本
『
東
坡
楽
府
』
は
「
強
虜
灰
飛
煙
滅
」
に
、
宋
・
黄
昇
『
唐
宋
諸
賢
絶
妙
詞
選
』
は

「
狂
虜
灰
飛
煙
滅
」
に
作
る
。
東
坡
手
書
石
刻
本
だ
け
は
「
檣
艣
」
と
し
て
い
て
、「
檣
櫓
」
と
同
じ
で
あ
る
。
宋
・
王
楙
『
野
客
叢
書
』

巻
二
四
に
、「
淮
東
の
将
領
王
智
夫
言
う
、
嘗
て
東
坡
親
染
し
て
制
す
る
所
の
『
水
調
詞
』（
こ
の
調
名
は
誤
記
で
あ
ろ
う
）
を
見
る
。
其

の
間
に
『
羽
扇
綸
巾
談
笑
処
、
檣
櫓
灰
飛
煙
滅
』
と
謂
う
。
後
人
訛
り
て
『
強
虜
』
と
為
す
を
知
る
」
と
い
う
。
こ
の
記
載
と
東
坡
手

書
石
刻
拓
本
を
照
ら
す
と
、
定
本
は
「
檣
櫓
」
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
檣
櫓
」
と
「
強
虜
」
で
は
、
意
味
が
だ
い
ぶ
異
な
る
。
詞
の

内
容
か
ら
い
え
ば
、
や
は
り
「
檣
櫓
」
の
ほ
う
が
よ
い
。
伝
存
す
る
東
坡
詞
諸
本
の
う
ち
、
唱
本
だ
っ
た
『
陽
春
白
雪
』
に
収
め
ら
れ
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て
い
る
も
の
が
、
蘇
軾
手
書
石
刻
本
の
文
字
と
最
も
近
い
。

　

こ
の
詞
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、も
う
一
つ
面
白
い
資
料
が
あ
る
。
洪
邁
は
『
容
斎
続
筆
』
巻
八
で
向
巨
原
か
ら
の
伝
聞
と
し
て
、

「
元
不
伐
の
家
に
魯
直
書
す
る
所
の
東
坡
『
念
奴
嬌
』
有
り
。
今
人
の
歌
う
も
の
と
同
じ
か
ら
ざ
る
者
数
処
、『
浪
淘
盡
』
は
『
浪
声
沈
』

と
為
し
、『
周
郎
赤
壁
』
は
『
孫
呉
赤
壁
』
と
為
し
、『
乱
石
穿
空
』
は
『
崩
雲
』
と
為
し
、『
驚
濤
拍
岸
』
は
『
掠
岸
』
と
為
し
、『
多

情
応
笑
我
早
生
華
髪
』
は
『
多
情
応
是
笑
我
生
華
髪
』
と
為
し
、『
人
生
如
夢
』
は
『
如
寄
』
と
為
す
が
如
し
」
と
記
し
て
い
る
。
こ

こ
で
注
目
す
べ
き
は
、「
今
人
の
歌
う
も
の
と
同
じ
か
ら
ざ
る
者
」
で
あ
る
。
向
巨
原
が
列
挙
し
て
い
る
当
時
の
歌
手
の
歌
っ
て
い
た

文
句
は
、「
魯
直
書
す
る
所
」
の
テ
キ
ス
ト
と
数
カ
所
違
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、「
十
大
曲
」
と
は
完
全
に
一
致
す
る
。
南
宋
の
歌
壇
で

歌
わ
れ
て
い
た
「
念
奴
嬌
」
が
、「
十
大
曲
」
の
本
文
と
同
じ
系
統
の
版
本
に
属
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
分
か
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
こ
の
詞
の
校
訂
上
の
問
題
が
思
い
浮
か
ぶ
。
清
・
朱
彝
尊
『
詞
綜
』
で
は
、
こ
の
詞
を
採
録
す
る
に
当
た
っ
て
、
洪
邁
『
容

斎
続
筆
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
「
魯
直
書
す
る
所
の
東
坡
『
念
奴
嬌
』」
を
根
拠
に
文
字
を
校
訂
し
て
い
る
。
朱
彝
尊
の
改
訂
は
、
か

つ
て
多
く
の
議
論
を
呼
ん
で
き
た
。
賛
成
の
立
場
と
し
て
は
、
馮
金
伯
『
詞
苑
萃
編
』
巻
二
一
「
是
の
詞
、
当
に
『
詞
綜
』
本
を
以
て

善
と
為
す
べ
し
」、
張
宗
櫹
『
詞
林
紀
事
』
巻
五
「
此
れ
『
容
斎
随
筆
』
に
従
い
録
出
す
。
容
斎
は
南
渡
の
人
、
東
坡
を
去
る
こ
と
遠

か
ら
ず
、
又
た
山
谷
手
書
に
本
づ
く
、
必
ず
偽
托
に
非
ず
」
な
ど
が
あ
り
、
丁
紹
儀
『
聴
秋
声
館
詞
話
』
巻
十
三
で
も
『
詞
綜
』
の
改

訂
を
称
賛
し
て
い
る
。
否
定
的
な
立
場
と
し
て
は
、
先
著
『
詞
潔
』
巻
四
で
、
字
句
の
意
味
か
ら
分
析
し
て
「
此
れ
公
本
来
の
面
目
を

失
え
り
」
と
批
判
し
、
銭
裴
仲
『
雨
華
盦
詞
話
』
も
「
余
以お
も
え為
ら
く
毫
厘
千
里
な
り
」「
其
の
旧
を
存
し
て
佳
と
為
す
に
如
か
ざ
る
な

り
」
と
批
判
す
る
。
現
在
の
目
か
ら
見
る
と
、『
詞
綜
』
の
改
訂
は
、
そ
れ
ほ
ど
根
拠
あ
る
こ
と
だ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
字
句
の
内

容
は
置
く
と
し
て
、
ま
ず
注
意
す
べ
き
は
、
向
巨
原
が
元
不
伐
の
家
で
「
魯
直
書
す
る
所
の
東
坡
『
念
奴
嬌
』」
を
見
た
の
で
あ
っ
て
、

洪
邁
は
向
巨
原
か
ら
話
を
聞
い
た
だ
け
で
自
分
の
目
で
確
認
し
て
は
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
朱
彝
尊
は
十
分
に
考
慮
し
て
い
な
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い
。『
詞
綜
』
の
改
訂
に
賛
同
す
る
張
宗
櫹
『
詞
林
紀
事
』
な
ど
は
「
必
ず
偽
托
に
非
ず
」
と
決
め
つ
け
て
い
る
が
、
洪
邁
が
手
書
本

を
見
て
い
な
い
事
実
を
忘
れ
て
い
る
。
不
思
議
な
こ
と
に
『
詞
綜
』
の
改
訂
に
批
判
的
な
人
た
ち
も
、
こ
の
点
を
ほ
と
ん
ど
見
過
ご
し

て
い
る
。

　

黄
庭
堅
の
手
書
に
よ
る
蘇
軾
「
念
奴
嬌
」
詞
は
、洪
邁
が
記
し
て
い
る
も
の
の
他
に
も
う
一
種
あ
り
、「
山
谷
書
東
坡
『
大
江
東
去
帖
』」

と
呼
ば
れ
、
明
代
の
詹
景
鳳
『
詹
東
図
玄
覧
編
』
巻
三
、
盛
時
泰
『
蒼
潤
軒
碑
跋
』、
王
世
貞
『
弇
州
山
人
四
部
稿
』
巻
一
三
六
、
張

醜
『
清
河
書
画
舫
』、
清
代
の
『
佩
文
斎
書
画
譜
』
巻
七
七
、
近
代
の
裴
景
福
『
壮
陶
閣
書
画
録
』（
一
九
二
五
年
中
華
書
局
版
）
巻
四
、

な
ど
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。『
清
河
書
画
舫
』「
跋
山
谷
書
東
坡
『
大
江
東
去
詞
』」
に
、「『
黄
魯
直
年
譜
』
に
元
祐
丁
卯
歳
行
書
の
『
大

江
東
去
詞
』
を
載
す
、
全
て
『
瘞
鶴
銘
』
の
法
に
仿
う
。
後
に
『
次
韻
子
瞻
題
郭
熙
秋
山
図
詩
』
を
附
す
、
小
楷
、
精
緊
。
…
…
今
、

韓
太
史
存
良
の
家
に
在
り
、
余
屡し
ば
しば
之
を
購
ん
と
欲
す
る
も
、
亦
た
未
だ
得
ず
。
本
よ
り
厳
し
く
分
け
て
宜
し
く
故
物
と
す
べ
き
な
り
」

と
い
う
。
こ
の
帖
は
後
に
近
代
の
著
名
な
コ
レ
ク
タ
ー
裴
景
福
の
所
蔵
に
帰
し
た
。
裴
氏
『
壮
陶
閣
書
画
録
』
巻
四
に
、「
己
未
九
月
、

吾
が
郷
の
李
姓
、
常
に
売
鋪
し
持
ち
来
た
り
て
售
る
を
求
む
。
装
潢
倒
置
し
、
索
価
頗
る
昂
し
。
余
、
一
見
し
て
驚
嘆
す
。
磋
磨
之
を

久
し
く
し
、
始
め
て
割
許
を
肯
ん
ず
。
此
れ
亦
た
魯
直
元
祐
間
書
す
る
一
巨
迹
な
り
。
之
が
為
に
狂
喜
し
、
即
ち
呉
門
に
寄
せ
、
良
工

に
付
し
て
装
池
し
、
并
び
に
影
照
し
て
『
壮
陶
閣
帖
』
に
刊
入
し
、
以
て
不
朽
に
垂
る
」
と
い
う
。
国
家
図
書
館
所
蔵
『
壮
陶
閣
続
帖
』

午
冊
の
山
谷
手
書
『
大
江
東
去
』
帖
で
は
、
三
字
脱
落
が
あ
り
、
一
字
は
欠
損
し
て
い
る
。（
文
字
の
対
校
に
は
、
国
家
図
書
館
の
白
雪
華
先

生
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。）

大
江
東
□
（
上
半
分
の
「
土
」
だ
け
残
存
、「
去
」
字
の
は
ず
）、
□
淘
盡
・
□
□
風
流
人
物
。
故
塁
西
辺
、
人
道
是
・
三
国
周
郎
赤
壁
。

乱
石
穿
空
、
驚
濤
拍
岸
、
巻
起
千
堆
雪
。
江
山
如
画
、
一
時
多
少
豪
傑
。　
　

遙
想
公
瑾
当
年
、
小
喬
初
嫁
了
、
雄
姿
英
発
。

羽
扇
綸
巾
笑
談
間
、
檣
艣
灰
飛
煙
滅
。
故
国
神
遊
、
多
情
応
笑
我
、
早
生
華
髪
。
人
間
如
夢
、
一
樽
還
酹
江
月
。
庭
堅
書
。
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「
人
間
」
を
、
東
坡
手
書
石
刻
で
は
「
人
生
」
に
作
る
。
こ
の
一
点
を
除
い
て
、
文
字
は
東
坡
手
書
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
と

く
に
、「
談
笑
間
」
と
す
る
テ
キ
ス
ト
が
多
い
中
で
、
こ
の
帖
と
東
坡
手
書
だ
け
が
「
笑
談
間
」
と
す
る
。「
檣
艣
」
の
「
艣
」
も
、
東

坡
手
書
と
同
じ
で
あ
る
。
明
ら
か
に
こ
の
帖
は
、
洪
邁
の
い
わ
ゆ
る
「
魯
直
書
す
る
所
」
の
も
の
と
、
か
な
り
隔
た
っ
て
い
る
。
も
し

こ
の
「
山
谷
書
東
坡
『
大
江
東
去
帖
』」
が
山
谷
真
跡
で
あ
る
と
す
る
と
、洪
邁
が
向
巨
原
か
ら
聞
い
た
「
魯
直
書
す
る
所
の
東
坡
『
念

奴
嬌
』」
は
必
ず
し
も
黄
山
谷
の
手
書
で
は
な
か
っ
た
か
、
も
し
手
書
だ
っ
た
と
し
て
も
こ
の
詞
の
定
本
と
す
る
に
は
妥
当
で
は
な
く
、

『
詞
綜
』
の
改
訂
に
疑
問
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、「
十
大
曲
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
念
奴
嬌
」
は
、
東
坡
手
書
石
刻
と
「
山
谷
書
東
坡
『
大
江
東
去
帖
』」
の
文

字
と
基
本
的
に
一
致
し
て
お
り
、
注
目
に
値
す
る
。

　
　
　

四
、
辛
棄
疾
「
摸
魚
子
」

更
能
消
・
幾
番
風
雨
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

更
に
能
く
消す
ご

さ
ん　

幾
番
の
風
雨
。

忽
忽
春
色
又
帰
去
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忽
忽
と
春
色
又
た
帰
り
去
る
。

惜
春
長
怕
花
開
早
、
何
況
落
紅
無
数
。　
　
　

春
を
惜
し
む
も
長つ
ね

に
花
の
開
く
の
早
き
を
怕
る
、
何
況
や
落
紅
の
無
数
な
る
を
や
。

春
且
住
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
よ
且し
ば

し
住と
ど

ま
れ
。

見
説
道
・
天
涯
芳
草
無
帰
路
。　
　
　
　
　
　

見き
く
な
ら

説
道
く　

天
涯
の
芳
草　

帰
路
無
し
と
。

怨
春
不
語
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
の
語
ら
ざ
る
を
怨
む
。

算
只
有
殷
勤
、
画
檐
蛛
網
、
尽
日
惹
飛
絮
。　

算さ
だ

め
て
只
だ
殷
勤
に
、
画
檐
の
蛛
網
、
尽
日　

飛
絮
を
惹
く
有
る
の
み
。
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長
門
事
、
準
擬
佳
期
又
誤
。　
　
　
　
　
　
　

長
門
の
事
、
準
擬
す
る
に
佳
期
又
た
誤
ま
れ
り
。

蛾
眉
曾
有
人
妬
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蛾
眉　

曾
て
人
の
妬
む
有
り
。

千
金
欲
買
相
如
賦
、
脈
脈
此
情
誰
訴
。　
　
　

千
金
も
て
相
如
の
賦
を
買
あ
が
な

わ
ん
と
欲
す
れ
ど
、
脈
脈
と
此
の
情　

誰
か
訴
え
ん
。

君
莫
舞
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

君　

舞
う
莫
れ
。　

君
不
見
・
玉
環
飛
燕
皆
塵
土
。　
　
　
　
　
　

君
見
ず
や　

玉
環
も
飛
燕
も
皆
な
塵
土
。

閑
愁
最
苦
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

閑
愁
は
最
も
苦
し
。

休
去
倚
危
闌
、
斜
陽
正
在
、
煙
柳
断
腸
処
。　

去
り
て
危
闌
に
倚
る
を
休や

め
よ
、
斜
陽　

正
に
在
る
は
、
煙
柳　

断
腸
の
処
。

【
箋
釈
】

　

通
行
し
て
い
る
調
名
は
「
摸
魚
児
」、
唐
の
教
坊
曲
で
、
宋
人
が
詞
調
と
し
て
用
い
た
。
晁
補
之
『
晁
氏
琴
趣
外
篇
』
に
見
え
る
の

が
最
初
の
作
例
で
、
晁
氏
の
首
句
が
「
買
陂
塘
・
旋
栽
楊
柳
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
調
名
を
「
買
陂
塘
」
と
も
、
訛
っ
て
「
邁
陂
塘
」

と
も
い
う
。
北
宋
前
期
の
欧
陽
修
に
「
摸
魚
児
」
一
首
が
あ
り
、『
欧
陽
文
忠
公
文
集
』
巻
三
「
近
体
楽
府
」
に
見
え
る
が
、
句
式
・

平
仄
・
脚
韻
が
晁
補
之
や
辛
棄
疾
の
「
摸
魚
児
」
と
異
な
る
。
万
樹
『
詞
律
』
巻
十
九
で
は
「
又
た
一
体
」
と
し
て
挙
げ
、「
此
の
調
、

唯
だ
欧
公
に
の
み
此
の
詞
有
り
、
宋
元
の
諸
公
に
作
者
有
る
無
し
」
と
い
う
。
欧
陽
修
の
作
は
、
晁
補
之
や
辛
棄
疾
の
詞
調
と
は
別
体

で
あ
ろ
う
。
辛
棄
疾
の
こ
の
詞
は
代
表
作
の
一
つ
で
、
春
を
惜
し
み
、
深
く
思
い
を
寄
せ
、
不
遇
の
身
に
寄
せ
、
思
い
を
深
く
込
め
て

歴
代
、
名
作
と
認
め
ら
れ
て
き
た
。
宋
代
の
主
な
詞
選
、
例
え
ば
黄
昇
『
花
庵
詞
選
・
中
興
以
来
絶
妙
詞
選
』
巻
三
、
周
密
『
絶
妙
好

詞
』
巻
一
、『
草
堂
詩
余
』
等
の
い
ず
れ
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
稼
軒
の
小
序
に
よ
れ
ば
、「
淳
熙
己
亥
、
湖
北
の
漕
よ
り
湖
南
に
移
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る
と
て
、
同
官
の
王
正
之
、
酒
を
小
山
亭
に
置
き
、
賦
を
為
す
」
と
あ
り
、
送
別
の
宴
席
で
、
酒
の
肴
と
し
て
歌
に
応
じ
て
作
ら
れ
た

こ
と
が
分
か
る
。
だ
が
宋
代
に
こ
の
詞
が
歌
壇
で
歌
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
、確
か
な
記
載
は
見
当
た
ら
な
い
。
南
宋
・
楼
鑰『
攻
媿
集
』

巻
十
一
「
酒
辺
戯
作
」
詩
に
、「
未
年
六
十
已
言
帰
、
七
十
重
来
自
覚
痴
。
未
報
君
恩
帰
未
許
、
樽
前
羞
聴
摸
魚
児
。（
未
だ
年
六
十
な
ら

ず
し
て
已
に
帰
を
言
い
、
七
十
重
ね
来
り
て
痴
を
自
覚
す
。
未
だ
君
恩
に
報
い
ず
帰
も
未
だ
許
さ
れ
ず
、
樽
前
に
羞
じ
て
摸
魚
児
を
聴
く
）」
と
あ
る
が
、

内
容
か
ら
見
て
晁
補
之
の
「
摸
魚
児
」
を
聴
い
た
よ
う
で
あ
る
。
辛
棄
疾
の
「
摸
魚
児
」
が
歌
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
、
ふ
さ
わ
し
い

記
載
が
見
つ
か
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
元
代
に
こ
の
詞
が
「
十
大
曲
」
に
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
宋
代
に
歌
わ

れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
元
代
で
も
依
然
と
し
て
歌
壇
で
流
行
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
忽
忽
春
色
又
帰
去
」
は
、伝
存
す
る
『
稼
軒
詞
』
諸
本
や
各
種
の
宋
詞
選
で
は
ふ
つ
う
「
忽
忽
春
又
帰
去
」
に
作
っ
て
い
る
。

「
摸
魚
児
」
の
句
律
か
ら
い
え
ば
、
晁
補
之
の
作
で
相
当
す
る
の
は
「
依
稀
淮
岸
江
浦
」
の
六
字
句
で
あ
る
。
晁
詞
の
句
律
を
後
人
は

こ
の
調
の
基
準
と
し
て
い
た
の
で
、
稼
軒
の
詞
も
「
忽
忽
春
又
帰
去
」
の
ほ
う
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、『
陽
春
白
雪
』
は
ど

の
版
本
に
も
と
づ
い
て
「
色
」
字
を
足
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
版
本
や
抄
本
の
誤
刻
、
誤
抄
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
版
本
の

系
統
も
配
列
も
ま
っ
た
く
異
な
る
元
刻
十
巻
本
『
楽
府
陽
春
白
雪
』
と
旧
抄
九
巻
本
『
陽
春
白
雪
』
も
同
じ
字
句
な
の
で
、
簡
単
に
誤

刻
、
誤
抄
と
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
元
刻
と
旧
抄
本
の
版
本
に
つ
い
て
は
、
隋
樹
森
『
新
校
九
巻
本
陽
春
白
雪
』
校
訂
後
記
を
参
照
）。
こ
の

字
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
他
の
角
度
か
ら
考
察
す
べ
き
で
あ
る
。
歌
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
る
詞
と
、
印
刷
出
版
さ
れ
て
伝

播
す
る
詞
は
、
状
況
が
か
な
り
異
な
る
。
口
頭
で
伝
承
す
る
場
合
に
は
、
歌
手
は
自
分
の
作
品
解
釈
と
歌
唱
の
都
合
で
、
原
文
の
字
句

を
変
え
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
そ
れ
が
ひ
と
た
び
文
字
と
し
て
記
録
さ
れ
る
と
、
世
に
伝
わ
る
版
本
と
は
異
な
る
別
の
テ
キ
ス
ト

に
な
る
。
宋
元
時
代
の
通
俗
文
学
に
引
用
さ
れ
る
宋
詞
の
作
品
に
は
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
宋
元
話
本

「
張
生
彩
鸞
灯
伝
」（『
宝
文
堂
書
目
』
で
は
「
彩
鸞
灯
記
」
と
し
て
著
録
さ
れ
て
い
る
）
に
柳
耆
卿
「
望
海
潮
」
詞
が
「
単
だ
杭
州
の
好
処
を
道
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宋
金
十
「
大
曲
（
楽
）」
箋
釈

う
の
み
」
と
し
て
引
か
れ
る
が
、
そ
の
中
の
「
嬉
嬉
的
釣
叟
蓮
娃
」
句
が
、
伝
存
す
る
柳
永
詞
の
刻
本
と
比
べ
て
「
的
」
の
一
字
が
多

く
、「
望
海
潮
」
の
詞
律
と
比
べ
て
も
一
字
多
い
（『
熊
龍
峰
四
種
小
説
』
刻
本
に
よ
る
。
こ
の
話
本
は
馮
夢
龍
『
古
今
小
説
』
第
二
十
三
巻
に
も
「
張

舜
美
灯
宵
得
麗
女
」
の
題
で
見
え
る
。
文
字
の
異
同
が
多
い
が
、引
用
す
る
柳
永
「
望
海
潮
」
の
こ
の
句
は
熊
龍
峰
刻
本
と
全
く
同
じ
で
、「
嬉
嬉
的
釣
叟
蓮
娃
」

と
作
り
、
一
種
類
の
刻
本
の
誤
刻
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
熊
龍
峰
刻
本
「
張
生
彩
鸞
灯
伝
」
は
一
般
に
は
宋
代
話
本
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
今
人
・

程
毅
中
輯
注
『
宋
元
小
説
家
話
本
集
』
で
は
「
宋
代
の
後
に
在
る
と
疑
う
」
も
、「
尚
お
旧
本
の
規
模
を
存
す
」
と
い
う
）。
以
上
の
こ
と
か
ら
、「
十
大
曲
」

中
の
「
摸
魚
子
」
の
「
忽
忽
春
色
又
帰
去
」
句
が
、
伝
存
す
る
『
稼
軒
詞
』
や
宋
人
の
詞
選
と
比
べ
て
「
色
」
の
一
字
多
い
の
は
、
歌

手
が
歌
う
都
合
で
適
宜
加
え
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
市
井
の
勾
欄
で
口
伝
え
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
重
要
な
証
拠
の
一

つ
で
も
あ
ろ
う
。

　
　
　

五
、
晏
幾
道
［
大
石
調
］「
鷓
鴣
天
」

彩
袖
殷
勤
捧
玉
鐘
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

彩
袖　

殷
勤　

玉
鐘
を
捧
ぐ
。

当
年
拚
却
酔
顔
紅
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
年　

拚
却
す　

酔
顔
の
紅
な
る
を
。

舞
低
楊
柳
楼
心
月
、
歌
尽
桃
花
扇
底
風
。　

舞
い
て
低
し　

楊
柳　

楼
心
の
月
、
歌
い
尽
く
す　

桃
花　

扇
底
の
風
。

従
別
後
、
憶
相
逢
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

別
れ
し
後
よ
り
、
相
い
逢
い
し
こ
と
を
憶
う
。

幾
回
魂
夢
与
君
同
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

幾
回
か　

魂
夢　

君
と
同と
も

に
す
。

今
宵
剰
把
銀
釭
照
、
猶
恐
相
逢
是
夢
中
。　

今
宵　

剰
こ
と
ご
とく

銀
釭
を
把と

り
て
照
ら
す
も
、
猶
お
恐
る　

相
逢
う
は
是
れ
夢
中
か
と
。
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晏
幾
道
は
、
宋
代
詞
人
の
中
で
も
小
令
の
名
手
で
、
い
か
に
も
詞
ら
し
い
詞
を
作
っ
た
一
人
で
あ
る
。「
十
大
曲
」
の
う
ち
、
こ
の

作
品
が
も
っ
と
も
明
確
に
歌
や
舞
を
楽
し
む
様
子
を
描
写
し
、
詞
人
と
歌
妓
の
愛
情
を
う
た
っ
て
い
る
。『
花
間
集
』
以
来
の
曲
子
詞

の
本
流
の
テ
ー
マ
で
、
宋
詞
に
も
同
じ
よ
う
な
佳
作
は
多
い
が
、
こ
の
作
品
は
真
摯
な
痴
情
を
う
た
っ
た
点
が
優
れ
て
い
る
。
表
現
も

優
美
で
、
歌
壇
に
歓
迎
さ
れ
て
「
十
大
曲
」
の
一
に
な
っ
た
の
も
、
当
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
作
品
を
誉
め
た
宋
代
の
批
評
は
多
い
。
趙

令
畤
『
侯
鯖
録
』
巻
七
に
晁
補
之
の
言
葉
を
引
い
て
、「
晏
叔
原
、
人
語
を
踏
襲
せ
ず
し
て
、
風
調
閑
雅
、
自
ら
是
れ
一
家
な
り
。『
舞

低
楊
柳
楼
心
月
、
歌
尽
桃
花
扇
底
風
』
の
如
き
は
、
自
り
て
此
の
人
の
生
ま
れ
て
三
家
村
中
に
在
ら
ざ
る
を
知
る
べ
し
」
と
い
う
。
ま

た
胡
仔
『
苕
渓
漁
隠
叢
話
』
前
集
巻
五
九
に
引
く
『
雪
浪
斎
日
記
』
に
は
、「
晏
叔
原
、
小
詞
に
工
み
に
し
て
、『
舞
低
楊
柳
楼
心
月
、

歌
尽
桃
花
扇
底
風
』
の
如
き
は
、
六
朝
の
宮
掖
体
に
愧
じ
ず
」
と
い
う
。「
鷓
鴣
天
」
は
宋
人
が
よ
く
用
い
た
詞
調
で
も
あ
り
、
別
称

が
多
い
。
柳
永
『
楽
章
集
』
で
は
「
平
調
」
に
入
れ
て
い
る
が
、『
陽
春
白
雪
』
で
は
「
大
石
調
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
異
な
る
宮
調

で
歌
わ
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　

注
目
す
べ
き
は
、「
歌
尽
桃
花
扇
底
風
」
の
一
句
で
あ
る
。
伝
存
す
る
『
小
山
詞
』
で
は
「
歌
尽
桃
花
扇
影
風
」
と
作
り
、
呉
世
昌

先
生
は
生
前
、『
詞
林
新
話
』
巻
三
で
、「
上
片
の
結
句
を
『
扇
影
風
』
と
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
宋
人
の
筆
記
で
は
『
扇
底
風
』
と
作
っ

て
い
て
、
こ
ち
ら
が
正
し
い
。『
影
』
の
字
は
、
汲
古
閣
本
が
妄
り
に
改
め
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
い
ま
胡
仔
『
苕
渓

漁
隠
叢
話
』
後
集
巻
三
三
に
引
く
晁
補
之
「
評
本
朝
楽
章
」
と
『
雪
浪
斎
日
記
』
が
い
ず
れ
も
「
歌
尽
桃
花
扇
影
風
」
と
作
り
、
前
集

巻
五
九
に
引
く
「
歌
尽
桃
花
扇
底
風
」
と
違
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、宋
代
に
は
二
種
類
の
版
本
が
あ
っ
て
、汲
古
閣
本
『
小
山
詞
』

が
「
扇
影
風
」
と
し
た
の
も
根
拠
が
あ
り
、
妄
り
に
改
め
た
の
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
、
南
宋
・
黄
昇
『
唐
宋
諸
賢
絶
妙
詞
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宋
金
十
「
大
曲
（
楽
）」
箋
釈

選
』
巻
三
で
は
「
歌
尽
桃
花
扇
底
風
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
詞
選
は
宋
代
に
広
く
流
行
し
大
き
な
影
響
を
与
え
た
し
、
北
宋
の
『
侯

鯖
録
』
ほ
か
筆
記
の
記
載
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
宋
代
に
通
行
し
て
い
た
の
は
「
扇
底
風
」
の
ほ
う
で
あ
っ
た
ろ
う
。『
陽
春
白
雪
』

所
収
の
こ
の
作
品
は
、『
唐
宋
諸
賢
絶
妙
詞
選
』
と
本
文
が
一
致
し
て
お
り
、
宋
金
元
時
代
の
歌
壇
で
流
行
し
て
い
た
の
は
「
扇
底
風
」

の
版
本
の
ほ
う
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。

　
　
　

六
、
柳
永
［
双
調
］「
雨
霖
鈴
」

寒
蝉
凄
切
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寒
蝉　

凄
切
。

対
長
亭
晩
、
驟
雨
初
歇
。　
　
　
　
　
　
　
　

長
亭
の
晩
に
対
せ
ば
、
驟
雨　

初
め
て
歇
む
。

都
門
帳
飲
無
緒
、
方
留
恋
処
・
蘭
舟
催
発
。　

都
門
に
帳
飲
し
て
緒
無
く
、
方
に
留
恋
す
る
処　

蘭
舟　

発
す
る
を
催
す
。

執
手
相
看
泪
眼
、
竟
無
語
凝
噎
。　
　
　
　
　

手
を
執
り
て
泪
眼
を
相
い
看
れ
ば
、
竟
に
語
無
く
凝
噎
す
る
の
み
。

念
去
去
千
里
煙
波
、
暮
靄
沈
沈
楚
天
闊
。　
　

念
う　

千
里
の
煙
波
を
去
き
去
き
て
、
暮
靄　

沈
沈
と
楚
天
に
闊
き
を
。

多
情
自
古
傷
離
別
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
情　

古
よ
り
離
別
を
傷
む
。

更
那
堪
・
冷
落
清
秋
節
。　
　
　
　
　
　
　
　

更
に
那
ぞ
堪
え
ん　

冷
落
た
る
清
秋
の
節
。

今
宵
酒
醒
何
処
、
楊
柳
岸
・
暁
風
残
月
。　
　

今
宵　

酒
醒
む
る
は
何
処
ぞ
、
楊
柳
の
岸　

暁
風　

残
月
。

此
去
経
年
、
応
是
良
辰
好
景
虚
設
。　
　
　
　

此
よ
り
去
り
て
年
を
経
れ
ば
、
応
に
是
れ
良
辰　

好
景
も
虚
し
く
設
く
べ
し
。

便
縦
有
千
種
風
情
、
更
与
何
人
説
。　
　
　
　

便た

と縦
い
千
種
の
風
情
有
る
と
も
、
更
に
何
人
と
説か
た

ら
ん
。
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蘇
軾
の
「
大
江
東
去
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
は
、

も
う
一
つ
の
代
表
的
風
格
で
あ
る
「
楊
柳
岸
・
暁
風
残
月
」

も
自
然
と
思
い
起
こ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
柳
永
の
「
雨
霖
鈴
」

は
千
古
の
絶
唱
と
し
て
、
歴
代
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。「
十

大
曲
」
の
一
に
選
ば
れ
る
の
も
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。「
雨

霖
鈴
」
は
唐
代
の
教
坊
曲
で
、詞
調
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
は
、

柳
永
『
楽
章
集
』
に
始
ま
る
。
宋
人
が
旧
曲
を
ア
レ
ン
ジ
し

て
新
声
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
王
灼『
碧
鶏
漫
志
』巻
五
に
、「
今

の
双
調
『
雨
霖
鈴
慢
』、
頗
る
哀
怨
を
極
め
、
真
に
本
曲
の
遺

音
な
り
」
と
あ
る
。
柳
永
『
楽
章
集
』
は
こ
の
詞
を
「
双
調
」

と
し
、『
碧
鶏
漫
志
』
と
も
『
陽
春
白
雪
』
と
も
一
致
す
る
。
こ
の
作
品
は
、
過
去
の
旅
の
苦
し
さ
を
思
い
、
目
の
前
の
恋
人
と
の
別

れ
の
辛
さ
を
描
い
て
、ま
さ
に
「
頗
る
哀
怨
を
極
め
」、文
辞
と
楽
曲
が
結
合
し
た
た
い
へ
ん
美
し
い
作
品
で
あ
る
。
柳
永
の
詞
は
当
時
、

広
く
歌
わ
れ
た
。
最
新
の
流
行
の
メ
ロ
デ
ィ
を
用
い
、
通
俗
的
な
文
辞
が
曲
調
と
よ
く
調
和
し
て
、
歌
妓
や
楽
工
が
演
奏
す
る
の
に
向

い
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
。

　

北
宋
後
期
、
宋
王
朝
は
高
麗
の
要
請
を
受
け
て
、
楽
工
や
歌
妓
を
高
麗
へ
派
遣
し
、
歌
舞
を
教
習
し
た
。
宮
廷
の
大
曲
隊
舞
の
作
品

と
当
時
流
行
し
て
い
た
曲
子
詞
が
、大
量
に
高
麗
に
伝
わ
り
、高
麗
と
朝
鮮
の
宮
廷
で
保
存
さ
れ
た
。『
高
麗
史
』
巻
七
一
「
楽
志
二
」
に
、
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こ
う
し
た
作
品
が
記
録
さ
れ
て
い
る
（
呉
熊
和
「
高
麗
唐
楽
与
北
宋
詞
曲
」、『
呉
熊
和
詞
学
論
集
』、
浙
江
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
参
照
）。
曲

子
詞
で
作
者
の
分
か
る
も
の
が
十
数
首
、う
ち
柳
永
が
八
首
を
占
め
、も
っ
と
も
多
い
。「
雨
淋
（
霖
）
鈴
」
も
そ
の
中
に
入
っ
て
い
る
（
右

上
図
、
参
照
）。「
雨
霖
鈴
」
の
よ
う
な
柳
永
の
詞
が
北
宋
の
時
代
、
市
井
の
庶
民
に
歓
迎
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
宮
廷
で
も
採
用
さ
れ
て
、

公
的
な
交
流
を
通
し
て
隣
国
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。『
高
麗
史
』「
楽
志
」
所
収
の
「
雨
霖
鈴
」
に
は
、
注
目
す
べ
き

点
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
調
名
の
下
に
「
慢
」
と
小
字
で
注
記
し
て
あ
る
こ
と
で
、
慢
調
で
演
奏
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
詞
調
の
パ
タ
ー
ン
を
こ
の
よ
う
に
注
記
す
る
方
法
は
、通
常
の
詞
調
の
注
記
法
と
は
異
な
る
。
も
う
一
つ
は
、第
五
句
で
あ
る
。

『
彊
村
叢
書
』
本
『
楽
章
集
』
は
「
留
恋
処
」
に
作
り
、現
行
の
多
く
の
版
本
も
同
じ
で
あ
る
が
、『
高
麗
史
』「
楽
志
」
で
は
「
方
留
恋
処
」

と
し
て
、『
陽
春
白
雪
』
と
同
じ
で
あ
る
。
龍
楡
生
先
生
の
『
唐
宋
詞
格
律
』
は
柳
永
「
雨
霖
鈴
」
を
詞
牌
の
格
律
の
範
例
と
し
て
い
る
が
、

第
五
句
を
「
方
留
恋
処
」
と
し
て
「
上
一
下
三
」
の
句
式
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
正
し
い
。
だ
が
龍
楡
生
先
生
は
、『
唐
宋
名
家
詞
選
』

で
は
こ
れ
を
「
留
恋
処
」
と
す
る
。
何
故
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

七
、
呉
激
（
？
）「
春
草
碧
」

幾
番
風
雨
西
城
陌
。　
　
　
　
　
　
　
　

幾
番
の
風
雨
か　

西
城
の
陌
。

不
見
海
棠
紅
・
梨
花
白
。　
　
　
　
　
　

海
棠
の
紅
、
梨
花
の
白
き
を
見
ず
。

底
事
勝
賞
忽
忽
、
正
是
天
付
酒
腸
窄
。　

底な

ぜ事
に
勝
賞
は
忽
忽
た
る
、
正
に
是
れ
天
付
の
酒
に
腸
お
も
い

窄せ
ば

む
。

更
笑
老
東
君
・
人
間
客
。　
　
　
　
　
　

更
に
老
東
君
の
人
間
に
客
た
る
を
笑
う
。
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頼
有
玉
管
新
翻
、
羅
襟
酔
墨
。　
　
　
　

頼
さ
い
わ

い
に
玉
管
の
新
翻
有
り
、
羅
襟
に
酔
墨
す
。

望
中
倚
闌
人
、
如
曾
認
。　
　
　
　
　
　

闌
に
倚
る
人
を
望
中
す
れ
ば
、
曾
て
認し

り
し
が
如
し
。

旧
夢
回
首
何
堪
、
故
苑
春
光
又
陳
迹
。　

旧
夢
に
首
を
回
め
ぐ
ら

せ
ば
何
ぞ
堪
え
ん
、
故
苑
の
春
光
又
た
迹
を
陳
ぶ
る
に
。

落
尽
後
庭
花
、
春
草
碧
。　
　
　
　
　
　

落
ち
尽
く
す
後
庭
花
、
春
草　

碧
な
り
。

【
箋
釈
】

　
「
唱
論
」『
陽
春
白
雪
』
と
も
に
、
呉
彦
高
の
作
と
す
る
。
呉
激
（
？
～
一
一
四
二
）、
字
は
彦
高
、
北
宋
の
宰
相
呉
栻
の
子
で
、
書
画

家
米
芾
の
女
婿
。
北
宋
末
に
金
に
使
者
と
し
て
赴
い
て
抑
留
さ
れ
、
金
に
仕
え
る
こ
と
を
迫
ら
れ
た
。
官
は
翰
林
待
制
に
至
る
。
呉
激

は
詩
文
書
画
に
優
れ
、
詞
も
著
名
で
、
金
で
は
蔡
松
年
と
並
ん
で
「
呉
蔡
体
」
と
称
さ
れ
た
。
金
初
の
詞
壇
の
リ
ー
ダ
ー
で
、
元
好
問

は
「
国
朝
の
第
一
手
」
と
推
奨
し
て
い
る
（『
中
州
集
』
巻
一
）。
詞
風
は
清
雅
で
、
故
国
や
故
郷
へ
の
思
い
に
満
ち
て
い
る
。
だ
が
元
好

問
『
中
州
楽
府
』
で
は
、
こ
れ
を
完
顔
璹
の
作
と
し
て
い
る
。
完
顔
璹
（
一
一
七
二
～
一
二
三
二
）
は
金
の
宗
室
で
、
字
は
仲
宝
、
金
の

世
宗
の
孫
で
、
密
国
公
に
封
じ
ら
れ
た
。
や
は
り
詞
で
著
名
な
人
で
あ
る
。
元
好
問
の
『
中
州
集
』『
中
州
楽
府
』
に
は
詩
で
史
を
語

ろ
う
と
す
る
意
図
が
あ
り
、
金
一
代
の
文
献
を
保
存
し
、
作
品
を
採
録
す
る
に
は
ど
れ
も
根
拠
が
あ
っ
て
、
い
た
ず
ら
に
こ
の
作
品
を

完
顔
璹
に
帰
し
た
の
で
は
な
い
。
だ
が
「
唱
論
」『
陽
春
白
雪
』
に
も
、
根
拠
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
の
詞
の
作
者
が

誰
な
の
か
、
判
断
す
る
の
は
と
て
も
難
し
い
。

　

詞
の
内
容
は
、
春
を
傷
み
昔
を
懐
か
し
む
も
の
で
、「
故
苑
春
光
又
陳
迹
。
落
尽
後
庭
花
、
春
草
碧
」
の
句
は
、
明
ら
か
に
国
家
滅

亡
の
感
慨
で
あ
る
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
呉
激
の
境
遇
と
心
情
に
近
く
、
そ
の
た
め
に
呉
激
の
作
と
さ
れ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。「
春

草
碧
」
の
詞
調
は
、
宋
人
は
ほ
と
ん
ど
用
い
な
か
っ
た
。
万
俟
咏
に
一
首
あ
る
が
、
格
律
は
だ
い
ぶ
違
っ
て
い
て
、
両
者
は
無
関
係
と
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思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
南
宋
初
の
韓
玉
「
番
槍
子
」
の
格
律
と
近
く
、韓
詞
の
結
句
に
「
送
上
七
香
車
、春
草
碧
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
春

草
碧
」
は
「
番
槍
子
」
の
異
称
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
韓
玉
は
も
と
金
の
人
で
、
南
宋
の
隆
興
年
間
初
に
金
か
ら
宋
に
投
降
し
、
在

世
期
間
は
呉
激
よ
り
少
し
遅
く
、
完
顔
璹
よ
り
少
し
早
い
。「
番
槍
子
」
は
金
で
流
行
し
た
歌
曲
だ
っ
た
た
め
に
、
宋
人
は
ほ
と
ん
ど

使
わ
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
詞
調
か
ら
み
る
と
、
こ
の
「
春
草
碧
（
幾
番
風
雨
西
城
陌
）」
は
、
韓
玉
よ
り
も
早
い
呉
激
の
作
と

す
る
よ
り
、
韓
玉
よ
り
遅
い
完
顔
璹
の
作
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

八
、
朱
淑
真
［
大
石
］「
生
査
子
」

年
年
玉
鏡
台
、
梅
蕊
宮
妝
困
。　
　

年
年　

玉
の
鏡
台
、
梅
蕊
の
宮
妝　

困く
る

し
む
。

今
歳
未
還
家
、
怕
見
江
南
信
。　
　

今
歳　

未
だ
家
に
還
ら
ず
、
江
南
の
信
を
見
る
を
怕
る
。

酒
従
別
後
疏
、
泪
向
愁
中
尽
。　
　

酒　

別
後
よ
り
疏
く
、
泪　

愁
中
に
向
い
て
尽
く
。

遥
想
楚
雲
深
、
人
遠
天
涯
近
。　
　

遥
に
楚
雲
の
深
き
を
想
う
、
人
は
遠
く
天
涯
は
近
し
。

【
箋
釈
】

　

朱
淑
真
、
号
は
幽
棲
居
士
、
銭
塘
の
人
。
詩
詞
に
優
れ
、『
断
腸
集
』
が
伝
わ
る
。
朱
淑
真
の
生
卒
年
は
不
詳
、
北
宋
か
ら
南
宋
に

移
る
頃
の
人
と
一
般
に
は
考
え
ら
れ
て
い
る
。
南
宋
の
魏
仲
恭
が
最
初
に
朱
淑
真
の
詩
を
『
断
腸
集
』
に
ま
と
め
た
。
そ
の
序
文
の
末

に
淳
熙
九
年
（
一
一
八
二
）
と
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
在
世
と
分
か
る
。
今
人
・
潘
寿
康
「
朱
淑
真
的
籍
貫
和
生
平
考
」
で
は
、
生
年
を
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北
宋
嘉
祐
八
年
（
一
○
六
三
）
と
す
る
。
詞
は
そ
れ
ほ
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
。『
全
宋
詞
』
に
は
二
十
四
首
だ
け
収
録
さ
れ
て
い
る
。
明
・

毛
晋
汲
古
閣
刻
本
『
断
腸
集
』
跋
に
、「
其
の
詩
余
、
僅
か
に
二
闋
を
『
草
堂
詩
余
』
に
見
、
又
た
一
闋
を
十
大
曲
中
に
見
る
の
み
。

何
ぞ
落
落
と
し
て
晨
星
の
如
き
な
る
。
既
に
『
断
腸
詞
』
一
巻
を
獲
、
凡
そ
十
有
六
調
、
幸
い
に
全
豹
を
睹
る
」
と
い
う
。「
生
査
子
」

の
詞
調
に
注
し
て
、「
世
に
大
曲
十
首
を
伝
う
。
朱
淑
真
『
生
査
子
』
は
第
八
に
居
り
、
調
は
大
石
に
入
る
、
此
の
曲
、
是
な
り
。
集

中
に
載
せ
ず
、
今
収
め
て
此
に
入
る
」
と
あ
る
。「
生
査
子
」
の
詞
調
は
、
張
先
の
詞
で
は
「
双
調
」
と
注
が
あ
り
、
朱
淑
真
の
こ
の

詞
は
「
大
石
調
」
と
す
る
。

　

こ
の
「
生
査
子
」
を
、
楊
金
本
『
草
堂
詩
余
』
前
集
巻
下
、『
歴
代
詩
余
』
巻
四
で
は
李
清
照
の
作
と
し
、『
詞
林
万
選
』
巻
四
は
朱

敦
儒
の
作
と
す
る
が
、
い
ず
れ
も
誤
り
で
あ
る
。「
今
歳
未
還
家
、
怕
見
江
南
信
」
の
二
句
は
、
李
清
照
の
生
涯
と
一
致
せ
ず
、
朱
淑

真
の
作
で
な
い
と
お
か
し
い
。
歴
代
、『
漱
玉
詞
』
の
ほ
う
が
『
断
腸
詞
』
よ
り
レ
ベ
ル
が
高
い
と
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、
李
清
照
の

多
く
の
名
作
は
「
十
大
曲
」
に
入
っ
て
い
な
い
。
宋
元
時
代
に
は
、
朱
淑
真
の
ほ
う
が
民
間
で
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。

　

同
じ
く
女
性
で
あ
り
な
が
ら
、
李
清
照
の
詞
は
朱
淑
真
に
比
べ
て
文
人
趣
味
が
勝
っ
て
お
り
、
朱
淑
真
の
ほ
う
が
女
性
の
敏
感
さ
を

率
直
に
う
た
い
、文
辞
も
分
か
り
や
す
い
も
の
が
多
い
。
魏
仲
恭
は
「
断
腸
集
序
」
で
、「
比こ
の
ご来
ろ
武
陵
に
て
、旅
邸
中
の
好
事
者
の
往
々

に
朱
淑
真
詞
を
伝
誦
す
る
を
見
る
。
窃
に
之
を
聴
く
毎
に
、
清
新
婉
麗
、
蓄
思
含
情
に
し
て
、
能
く
人
の
意
中
の
事
を
道
う
。
豈
に
泛

泛
た
る
者
の
能
く
及
ぶ
所
な
ら
ん
や
。
未
だ
嘗
て
一
唱
し
て
三
嘆
せ
ざ
る
こ
と
な
し
」
と
い
う
。
民
間
で
広
く
好
ま
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
こ
の
作
品
は
、
故
郷
へ
の
思
い
を
描
き
、
恋
人
を
懐
か
し
む
気
持
ち
に
焦
点
を
当
て
、
下
片
の
と
く
に
末
二
句
が
精
彩
を
放
っ

て
い
る
。
複
雑
な
思
い
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
歌
い
上
げ
、
平
易
な
言
葉
で
味
わ
い
は
深
い
。
宋
代
に
歌
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
確
定
す

る
の
は
難
し
い
が
、
影
響
の
大
き
さ
を
傍
証
す
る
資
料
が
い
く
つ
か
あ
る
。
一
つ
は
、
稼
軒
派
と
見
な
さ
れ
て
い
る
南
宋
の
江
湖
詞
人
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劉
過
の
「
蝶
恋
花
」
で
、

宝
鑑
年
来
微
有
暈
。　
　
　
　

宝
鑑　

年
来　

微
か
に
暈か
さ

有
り
。

懶
照
容
華
、
人
遠
天
涯
近
。　

懶
く
容
華
を
照
ら
せ
ば
、
人
は
遠
く
天
涯
は
近
し
。

昨
夜
灯
花
還
失
信
。　
　
　
　

昨
夜
の
灯
花　

還
た
信
を
失
う
。

無
心
更
唱
江
城
引
。　
　
　
　

無
心
に
更
に
唱
う
「
江
城
引
」。

行
過
短
墻
回
首
認
。　
　
　
　

短
墻
を
行
き
過
ぎ
首
を
回
せ
て
認
む
。

酔
撼
花
梢
、
紅
雨
飛
成
陣
。　

酔
い
て
花
梢
を
撼う
ご

か
し
、
紅
雨　

飛
ん
で
陣
を
成
す
。

拚
了
為
郎
憔
悴
損
。　
　
　
　

拚は
ら

い
了お

え
て
郎
が
為
に
憔
悴
し
損
わ
る
。

龐
児
恰
似
江
梅
韻
。　
　
　
　

龐
児　

恰
も
似
た
り　

江
梅
の
韻
に
。

と
あ
り
、
朱
淑
真
の
「
人
遠
天
涯
近
」
を
使
っ
て
い
る
が
、
こ
の
句
は
劉
過
の
詞
の
中
で
は
か
な
り
浮
い
て
い
て
、
朱
淑
真
の
原
詞
の

伸
び
や
か
さ
と
比
べ
る
と
だ
い
ぶ
見
劣
り
す
る
。
二
つ
め
は
、
元
雑
劇
の
王
実
甫
「
西
廂
記
」
第
二
本
「
崔
鶯
鶯
夜
聴
琴
」
第
一
折
の

崔
鶯
鶯
の
唱
「
混
江
龍
」
に
、「
系
春
心
情
短
柳
絲
長
、
隔
花
陰
人
遠
天
涯
近
（
春
を
系つ

な

い
で
心
情
は
短
く
柳
絲
は
長
し
、
花
陰
を
隔
て
て
人
は

遠
く
天
涯
は
近
し
）」
と
、
朱
淑
真
の
句
が
使
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
宋
元
時
代
に
朱
淑
真
の
詞
が
大
き
な
影
響
を
持
っ
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
お
り
、「
十
大
曲
」
に
入
れ
ら
れ
た
の
も
偶
然
で
は
な
か
ろ
う
。
今
日
、
こ
の
詞
は
必
ず
し
も
宋
詞
の
典
型
的
な
作
品
と
は

見
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
か
つ
て
そ
れ
な
り
の
影
響
と
地
位
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
注
意
す
る
人
は
少
な
い
。

　

朱
淑
真
の
「
生
査
子
」
に
関
し
て
は
、
例
の
問
題
を
思
い
起
こ
さ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。
欧
陽
修
の
有
名
な
「
生
査
子
（
元
夕
）」
詞
、

「
去
年
元
夜
時
、
花
市
灯
如
昼
（
去
年
元
夜
の
時
、
花
市
の
灯
は
昼
の
如
く
）
…
…
」
が
、
長
い
あ
い
だ
朱
淑
真
の
作
と
誤
解
さ
れ
て
い
た
問
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題
で
あ
る
。「
世
、
遂
に
此
の
詞
に
因
り
、
淑
真
の
婦
徳
を
失
う
を
疑
え
り
」（
王
士
禛
『
池
北
偶
談
』）
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
詞
の
た
め

に
朱
淑
真
は
ひ
ど
く
非
難
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
明
・
楊
慎
『
詞
品
』
巻
二
で
は
、「
朱
淑
真
『
生
査
子
（
元
夕
）』、
詞
は
則
ち
佳
な
る

も
、
豈
に
良
人
家
婦
の
宜
し
く
道
う
べ
き
所
か
な
」
と
い
う
。
王
士
禛
は
分
析
し
て
こ
れ
を
欧
陽
修
の
詞
で
あ
る
と
指
摘
し
た
上
で
、

「
何
を
以
て
訛
り
て
朱
氏
の
作
と
為
す
か
を
知
ら
ず
」（『
池
北
偶
談
』）
と
い
う
。
誤
解
さ
れ
た
原
因
は
、「
十
大
曲
」
の
「
生
査
子
」
と

関
係
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、宋
元
時
代
に
こ
の
「
生
査
子
」
は
大
き
な
影
響
を
持
ち
、欧
陽
修
の
「
生
査
子
」

も
広
く
流
行
し
た
。
伝
播
の
過
程
で
、両
作
品
の
作
者
が
混
同
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
作
品
の
レ
ベ
ル
は
欧
陽
修
の
ほ
う
が
上
だ
が
、

朱
淑
真
の
ほ
う
が
「
十
大
曲
」
の
一
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
た
め
、「
生
査
子
（
元
夕
）」
も
「
十
大
曲
」
中
の
「
生
査
子
」
と
誤
解
さ

れ
、
作
者
も
朱
淑
真
で
あ
る
と
誤
解
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
欧
陽
修
の
「
生
査
子
（
元
夕
）」
は
『
欧
陽
文
忠
公
全
集
』
巻
一
三
一
に

見
え
、
南
宋
・
曾
慥
『
楽
府
雅
詞
』
で
は
欧
陽
修
の
作
と
し
て
誤
解
が
な
い
。
だ
が
『
続
選
草
堂
詩
余
』
巻
上
で
は
秦
観
の
作
と
誤
り
、

宋
末
元
初
の
方
回
『
瀛
奎
律
髄
』
巻
十
六
は
李
清
照
の
作
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
宋
元
話
本
「
張
生
彩
鸞
灯
伝
」
で
は
、
主
人
公
張

舜
美
が
元
夕
の
灯
籠
節
に
昨
年
同
日
の
恋
人
と
の
逢
瀬
を
思
い
出
す
場
面
で
、
こ
の
詞
を
う
た
っ
て
苦
い
思
い
を
吐
露
す
る
が
、『
続

選
草
堂
詩
余
』
と
同
じ
く
秦
観
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（「
張
生
彩
鸞
灯
伝
」
の
年
代
に
つ
い
て
は
、辛
棄
疾
「
摸
魚
子
」
の
項
、参
照
）。

宋
元
時
代
に
は
、
こ
の
詞
の
作
者
が
誤
解
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
朱
淑
真
と
は
関
係
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
朱
淑
真
の
作
と
誤

解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
現
在
分
か
る
限
り
で
は
、
明
・
楊
慎
『
詞
品
』
巻
二
の
記
載
以
降
で
あ
る
。『
琴
榭
叢
談
』
に
も
、「
明

人
の
選
本
、
名
を
淑
真
に
嫁
し
、
不
潔
の
名
を
蒙
る
に
致
す
」
と
あ
る
（
張
璋
・
黄
畭
『
朱
淑
真
集
校
注
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）。

こ
の
誤
解
は
、「
十
大
曲
」
が
で
き
て
か
ら
だ
い
ぶ
後
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
さ
き
に
述
べ
た
仮
説
の
傍
証
に
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
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宋
金
十
「
大
曲
（
楽
）」
箋
釈

　
　
　

九
、
蔡
松
年
「
石
州
慢
」

雲
海
蓬
莱
、
風
鬟
霧
鬢
、
不
仮
梳
掠
。　
　
　
　
　
　

雲
海
の
蓬
莱
、
鬟
に
風
ふ
き
鬢
に
霧
か
か
り
、
梳
り
掠
め
て
仮
い
と
ま

あ
ら
ず
。

仙
衣
巻
尽
雲
霓
、
方
見
宮
腰
繊
弱
。　
　
　
　
　
　
　

仙
衣　

雲
霓
を
巻
き
尽
く
し
、
方
に
宮
腰
の
繊
弱
な
る
を
見あ
ら

わ
す
。

心
期
何
処
、
世
間
言
語
非
真
、
海
犀
一
点
通
寥
廊
。　

心
期　

何
処
ぞ
、
世
間
の
言
語
は
真
に
非
ず
、
海
犀
一
点　

寥
廊
に
通
ず
。

無
物
比
情
濃
、
不
見
無
情
相
縛
。　
　
　
　
　
　
　
　

物
無
き
は
情
濃
き
に
比に

て
、
無
情
の
相
縛
す
る
に
見あ

わ
ず
。　

離
索
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

離
索
す
。

暁
来
一
枕
余
香
、
酒
病
頼
花
医
却
。　
　
　
　
　
　
　

暁
来　

一
枕
の
余
香
、
酒
病　

花
を
頼
り
に
医
却
す
。

灔
灔
金
尊
、
収
拾
新
愁
重
酌
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

灔
灔
た
る
金
尊
、
新
愁
を
収
拾
し
重
ね
て
酌
す
。

片
帆
雲
影
、
載
将
無
際
関
山
、
夢
魂
応
被
楊
花
覚
。   

片
帆　

雲
影
、
載
り
て
無
際
の
関
山
に
将ゆ

か
ん
と
す
る
も
、
夢
魂　

応
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楊
花
に
覚さ
ま

さ
る
べ
し
。

梅
子
雨
疏
疏
、
満
江
干
楼
閣
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
子
の
雨　

疏
疏
と
、
江
干
楼
閣
に
満
つ
。

【
箋
釈
】

　

金
の
蔡
松
年
（
一
一
○
七
～
一
一
五
九
）、字
は
伯
堅
、号
は
蕭
閑
老
人
。
父
の
蔡
靖
は
も
と
宋
人
で
、徽
宗
の
宣
和
末
年
に
、守
燕
山
府
（
今

の
北
京
）
だ
っ
た
父
と
と
も
に
金
に
降
り
、
出
仕
し
て
真
定
府
判
官
に
除
せ
ら
れ
た
。
官
は
右
丞
相
、
儀
同
三
司
に
至
り
、
衛
国
公
に
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封
ぜ
ら
れ
、
卒
し
た
後
に
呉
国
公
を
加
え
ら
れ
た
。
詩
詞
に
優
れ
、『
金
史
』
本
伝
で
は
「
文
辞
清
麗
に
し
て
、
尤
も
楽
府
に
工
み
な
り
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
詞
集
は
『
蕭
閑
老
人
明
秀
集
』、金
・
魏
道
明
の
注
本
が
あ
る
。
蔡
松
年
の
詞
は
呉
激
と
並
び
称
さ
れ
、元
好
問
『
中

州
集
』
巻
一
に
は
、「
百
年
以
来
、
楽
府
は
伯
堅
と
呉
彦
高
を
推
し
、
呉
蔡
体
と
号
す
」
と
い
う
。
南
宋
・
趙
聞
礼
『
陽
春
白
雪
』
に

は
蔡
松
年
の
詞
が
七
首
収
録
さ
れ
て
い
て
、
当
時
の
影
響
の
大
き
さ
が
分
か
る
。
こ
の
「
石
州
慢
」
は
、
元
好
問
『
中
州
楽
府
』
で
は

「
高
麗
使
還
日
作
」
の
題
が
つ
い
て
い
る
。「
石
州
慢
」
に
は
「
石
州
引
」
の
異
称
も
あ
り
、大
曲
「
石
州
」
の
摘
遍
か
ら
で
き
た
も
の
で
、

『
宋
史
』「
楽
志
」
で
は
「
越
調
」
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
作
品
の
来
歴
に
つ
い
て
、
金
・
劉
祁
『
帰
潜
志
』
巻
十
に
、「
高
麗
の
故
事
、
上
国
使
来
た
れ
ば
、
館
中
に
侍
妓
有
り
。
献
之
（
趙

可
、
字
は
献
之
）『
望
海
潮
』
を
作
り
以
て
贈
り
、
世
に
伝
わ
る
所
と
為
る
。
其
の
詞
に
云
う
（
詞
は
省
略
）
…
…
。
先
ず
是
れ
、
蔡
丞
相

伯
堅
も
亦
た
嘗
て
高
麗
に
奉
使
し
、
館
妓
の
為
に
『
石
州
慢
』
を
賦
し
云
々
（
詞
は
省
略
）。
二
詞
今
に
至
る
も
人
、
優
劣
を
能
く
せ
ず
。

予
謂
お
も
え
らく
、
蕭
閑
の
渾
厚
、
玉
峰
の
峭
抜
、
皆
な
可
人
な
り
」
と
あ
る
。
こ
の
「
石
州
慢
」
は
高
麗
の
妓
女
に
送
ら
れ
た
作
品
で
、「
雲

海
蓬
莱
」
云
々
も
そ
こ
を
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
蔡
松
年
が
高
麗
に
出
使
し
て
館
妓
に
詞
を
贈
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
宋
金
元
の
時

代
か
な
り
広
く
伝
わ
っ
て
お
り
、
宋
金
の
院
本
や
元
雑
劇
の
題
材
に
も
な
っ
た
。
宋
金
院
本
に
「
蔡
蕭
閑
」
が
あ
り
、
元
雑
劇
に
李
文

蔚
「
蔡
蕭
閑
酔
写
石
州
慢
」
が
あ
っ
た
（『
録
鬼
簿
』
に
著
録
さ
れ
て
い
る
が
、
散
逸
し
た
）。
荘
一
拂
『
古
典
戯
曲
存
目
彙
考
』
に
、
蔡
松
年

は
「
翰
林
に
い
た
頃
、
高
麗
に
奉
使
し
た
。
館
に
侍
妓
が
い
て
、
松
年
は
帰
国
の
際
に
『
石
州
慢
』
詞
を
作
っ
て
贈
っ
た
。
…
…
こ
の

劇
は
高
麗
へ
使
者
と
し
て
赴
い
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
も
と
づ
い
て
い
る
」
と
い
う
。
劇
本
に
は
そ
れ
ほ
ど
詳
細
が
書
か
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
伝
奇
的
色
彩
の
豊
か
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詞
が
宋
金
元
時
代
に
市
井
の
歌
壇
で
広
く
歌
わ
れ

た
こ
と
と
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
広
く
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
は
、
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

旧
抄
本
『
陽
春
白
雪
』
に
採
録
さ
れ
て
い
る
こ
の
詞
に
は
異
文
が
多
い
。
隋
樹
森
先
生
の
校
本
で
は
、
元
刊
本
と
『
中
州
楽
府
』
に
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宋
金
十
「
大
曲
（
楽
）」
箋
釈

も
と
づ
い
て
校
訂
を
し
て
い
る
。
多
く
は
妥
当
な
校
訂
だ
が
、「
不
見
無
情
相
縛
」
句
を
『
中
州
楽
府
』
に
よ
っ
て
「
覓
無
情
相
博
」

に
改
め
た
点
は
、斟
酌
す
べ
き
点
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。詞
律
に
従
え
ば
、こ
の
句
は
五
字
句
で
、上
一
下
四
の
句
法
で
あ
る
か
ら
、「
覓

無
情
相
博
」
も
正
し
い
か
に
見
え
る
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
系
統
の
旧
抄
九
巻
本
、
元
刊
十
巻
本
『
陽
春
白
雪
』
が
ど
れ
も
「
不
見

無
情
相
縛
」
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
簡
単
に
抄
刻
の
誤
り
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
字
面
か
ら
、「
覓
」
を
「
不
見
」
に

誤
っ
た
り
、「
不
見
」
を
「
覓
」
に
誤
っ
た
り
す
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
は
「
覓
無
情
相
博
」
に
す
る
と
、
上
の
句
と
意

味
が
通
じ
に
く
い
、
あ
る
い
は
意
味
が
通
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。「
不
見
無
情
相
縛
」
な
ら
ば
、
上
の
句
と
の
つ
な
が
り
が
自
然
で
、

無
情
の
人
に
会
わ
な
け
れ
ば
こ
れ
ほ
ど
が
ん
じ
が
ら
め
に
な
る
こ
と
も
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
意
味
が
通
じ
や
す
い
。
こ
の

ケ
ー
ス
は
、
前
の
辛
棄
疾
「
摸
魚
子
」
の
「
忽
忽
春
色
又
帰
去
」
と
同
じ
く
、
歌
手
が
口
頭
で
伝
え
て
い
た
歌
詞
を
記
録
し
た
も
の
か

も
知
れ
な
い
。

　

蔡
松
年
の
詞
風
は
、
蘇
軾
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
蘇
学
、
北
に
盛
ん
な
り
」
で
、
詞
に
お
い
て
は
蔡
松
年

が
代
表
例
で
あ
る
。『
宋
詞
』「
辛
棄
疾
伝
」
に
、
稼
軒
が
「
少
く
し
て
蔡
伯
堅
に
師
す
」、
つ
ま
り
稼
軒
が
蔡
松
年
に
学
ん
だ
、
と
い
う
。

鄭
広
銘
先
生
は
『
辛
稼
軒
年
譜
』
で
、
こ
の
『
宋
史
』
の
記
載
は
信
用
で
き
な
い
、
と
し
て
い
る
。
た
だ
鄭
先
生
は
、「
仮
に
ど
う
し

て
も
こ
れ
が
事
実
だ
っ
た
と
し
て
も
、
若
い
頃
に
楽
府
を
作
る
上
で
蔡
松
年
に
も
習
っ
た
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
だ
け
で
、
…
…
門
人

と
し
て
学
業
を
授
け
ら
れ
た
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
」
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
辛
詞
の
豪
快
な
詞
風

に
蔡
松
年
の
影
響
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
蘇
軾
か
ら
辛
棄
疾
へ
つ
な
が
る
詞
風
の
継
承
に
、
蔡
松
年
は
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
は
看
過
で
き
な
い
。
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十
、
張
子
野
［
中
呂
］「
天
仙
子
」

水
調
数
声
持
酒
聴
。　
　
　
　
　

水
調
の
数
声　

酒
を
持
し
て
聴
く
。

午
酔
醒
来
愁
未
醒
。　
　
　
　
　

午
酔
は
醒
め
来
れ
ど
愁
い
は
未
だ
醒
め
ず
。

送
春
春
去
幾
時
回
、
臨
晩
鏡
。　

春
を
送
り
春
去
り
て
幾
時
か
回
ら
ん
、
晩
鏡
に
臨
む
。

傷
流
景
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

流
景
を
傷
む
。

往
事
悠
悠
空
記
省
。　
　
　
　
　

往
事　

悠
悠
と
空
し
く
記
省
す
。

沙
上
并
禽
池
上
瞑
。　
　
　
　
　

沙
上
の
并
禽　

池
上
は
瞑
し
。

石
破
月
来
春
弄
影
。　
　
　
　
　

石
破
れ
月
来
り
て
春
は
影
を
弄
ぶ
。

重
重
翠
幕
密
遮
灯
、
風
不
定
。　

重
重
た
る
翠
幕　

密
に
灯
を
遮
り
、
風　

定
ま
ら
ず
。

人
初
静
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

人　

初
め
て
静
か
な
り
。

明
日
落
紅
応
満
径
。　
　
　
　
　

明
日　

落
紅　

応
に
径
に
満
つ
る
べ
し
。

【
箋
釈
】

　

張
先
（
九
九
○
～
一
○
七
八
）
は
、北
宋
の
詞
の
歴
史
上
、か
な
り
特
殊
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
長
寿
で
八
十
九
歳
ま
で
生
き
た
た
め
、

前
半
生
は
柳
永
・
晏
殊
・
欧
陽
修
と
同
じ
時
代
を
生
き
、
晩
年
は
蘇
軾
ら
と
接
し
、
宋
詞
発
展
上
の
二
つ
の
段
階
を
見
せ
る
こ
と
に
な
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宋
金
十
「
大
曲
（
楽
）」
箋
釈

る
。
小
令
は
晏
殊
・
欧
陽
修
と
併
称
さ
れ
、
慢
詞
は
柳
永
と
名
を
競
う
が
、
い
ず
れ
も
独
自
の
詞
境
を
開
拓
し
、
詞
の
機
能
面
で
蘇
軾

を
啓
発
す
る
に
至
っ
た
。
詞
史
に
お
け
る
役
割
は
き
わ
め
て
重
要
で
、
こ
の
た
め
陳
廷
焯
『
白
雨
斎
詞
話
』
巻
一
で
は
、
張
先
の
詞
を

「
古
今
の
一
大
転
移
」
と
評
し
て
い
る
。「
天
仙
子
」
は
、
も
と
は
唐
の
教
坊
曲
で
、「
万
斯
年
」
と
い
う
名
前
だ
っ
た
。
単
調
と
双
調

が
あ
り
、
敦
煌
曲
子
詞
『
雲
謡
集
雑
曲
子
』
に
は
双
調
体
が
二
首
記
録
さ
れ
、『
花
間
集
』
の
皇
甫
松
「
天
仙
子
」
は
単
調
体
で
あ
る
。

双
調
体
は
上
下
の
句
律
が
ま
っ
た
く
同
じ
で
、
一
つ
の
曲
調
を
二
回
繰
り
返
し
た
も
の
で
あ
る
。
張
先
の
「
天
仙
子
」
も
こ
の
パ
タ
ー

ン
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、『
張
子
野
詞
』
巻
二
の
「
中
呂
」
調
に
入
れ
ら
れ
、「
十
大
曲
」
の
注
と
同
じ
で
あ
る
。

　

詞
の
小
序
に
、「
時
に
嘉
禾
の
小
倅
と
為
り
、病
を
以
て
眠
り
、府
会
に
赴
か
ず
」
と
あ
る
。
嘉
禾
と
は
秀
州
で
、張
先
は
慶
暦
三
年
（
一

○
四
三
）
春
に
秀
州
判
官
に
任
じ
ら
れ
た
。
秀
州
で
の
作
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
歴
代
非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
宋
詞
の
最
も

規
範
的
な
作
の
一
つ
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
詞
の
名
句
の
た
め
に
、
宋
祁
か
ら
は
「
雲
破
月
来
花
弄
影
郎
中
」
と

呼
ば
れ
た
（『
苕
渓
漁
隠
叢
話
』
前
集
巻
三
七
引
『
遯
斎
閑
覧
』）。
張
先
自
身
は
「
張
三
影
」
と
自
称
し
、「
雲
破
月
来
花
弄
影
」
を
平
生
最
も

得
意
と
し
た
「
影
」
三
名
句
の
第
一
と
し
て
い
た
（『
苕
渓
漁
隠
叢
話
』
前
集
巻
三
七
引
『
古
今
詩
話
』）。
南
宋
・
曾
慥
『
楽
府
雅
詞
』
と
黄

昇
『
花
庵
詞
選
』
に
も
採
録
さ
れ
、
南
宋
で
も
広
く
流
行
し
て
い
た
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。「
雲
破
月
来
花
弄
影
」
の
境
地

は
、
多
く
の
詞
人
に
模
倣
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
北
宋
・
王
安
中
「
蝶
恋
花
」
の
「
雲
破
月
来
花
下
住
。
要
伴
佳
人
、
弄
影
参
差
舞
。（
雲

破
れ
月
来
り
て
花
下
に
住
む
。
佳
人
を
伴
い
、
影
の
参
差
と
舞
う
を
弄
ば
ん
と
要も

と

む
）」、
南
宋
・
滕
甫
「
蝶
恋
花
」（
一
に
華
岳
の
詞
と
作
す
）
の
「
掬

水
佳
人
、
拍
破
青
銅
鏡
。
残
月
朦
朧
花
弄
影
。
新
梳
斜
挿
烏
雲
鬢
。（
水
を
掬
う
佳
人
、
青
銅
の
鏡
を
拍
破
す
。
残
月
朦
朧
と
し
て
花
は
影
を
弄
ぶ
。

新
た
に
梳
き
斜
め
に
挿
す
烏
雲
の
鬢
。）」、
趙
鼎
「
鷓
鴣
天
」
の
「
花
弄
影
、
月
流
輝
。
水
精
宮
殿
五
雲
飛
。（
花
は
影
を
弄
び
、
月
は
輝
を
流
す
。

水
精
の
宮
殿
に
五
雲
飛
ぶ
。）」、
劉
鎮
「
漢
宮
春
」
の
「
人
去
後
、
庭
花
弄
影
、
一
簾
香
月
娟
娟
。（
人
去
り
て
後
、
庭
花
は
影
を
弄
び
、
一
簾
の

香
月
娟
娟
た
り
）」
な
ど
が
あ
り
、
影
響
の
大
き
さ
が
分
か
る
。
南
宋
・
劉
過
「
天
仙
子
」
に
は
「
強
持
檀
板
近
芳
樽
、
雲
遏
定
。
君
須
聴
。
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低
唱
月
来
花
弄
影
。（
強
い
て
檀
板
を
持
し
芳
樽
に
近
づ
け
ば
、雲
は
遏と

ど定
ま
れ
り
。
君
よ
須
く
聴
く
べ
し
。
低
唱
せ
ん
、月
来
れ
ば
花
は
影
を
弄
ぶ
、を
）」

と
あ
る
が
、
歌
妓
が
張
先
の
こ
の
詞
を
歌
っ
て
い
た
こ
と
を
具
体
的
に
描
写
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
が
広
く
流
行
し
大
き
な
影
響
を
与

え
た
こ
と
は
、
印
象
と
し
て
は
あ
る
の
だ
が
、
歌
手
が
歌
っ
て
い
た
記
録
は
意
外
に
少
な
く
、
劉
過
の
「
天
仙
子
」
は
貴
重
な
資
料
で

あ
る
。

　
「
往
事
悠
悠
空
記
省
」
句
は
、「
悠
悠
」
が
今
の
通
行
本
『
張
子
野
詞
』
で
は
「
後
期
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
（『
彊
村
叢
書
』
本
『
張

子
野
詞
』、『
全
宋
詞
』、呉
熊
和
『
張
先
集
編
年
校
注
』
な
ど
）
が
、『
花
庵
詞
選
』、張
先
『
安
陸
集
』
で
は
「
悠
悠
」
と
し
て
お
り
、『
詞
学
叢
書
』

本
『
楽
府
雅
詞
』
で
は
こ
の
句
の
注
に
、「
一
に
悠
悠
と
作
る
」
と
あ
る
。「
往
事
後
期
空
記
省
」
の
ほ
う
が
意
味
的
に
は
優
れ
て
い
る

が
、
宋
元
時
代
に
流
行
し
て
い
た
の
は
や
や
通
俗
的
で
分
か
り
や
す
い
「
往
事
悠
悠
空
記
省
」
の
ほ
う
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

総
釈

　

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
十
首
の
歌
詞
は
い
ず
れ
も
元
代
の
市
井
の
歌
壇
で
風
流
な
子
弟
に
歓
迎
さ
れ
た
作
品
で
、「
十
大
曲
」
と

い
う
呼
び
方
は
、
宋
金
代
に
流
行
し
た
作
品
を
歌
壇
が
取
捨
選
択
し
た
結
果
で
あ
り
、
検
討
に
値
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
含
ん
で
い

る
。

　

ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、『
陽
春
白
雪
』
が
こ
の
十
首
を
採
録
し
た
目
的
で
あ
る
。
元
曲
の
歌
唱
理
論
と
技
巧
を
論
じ
た
「
唱
論
」
で

は
、こ
の
十
首
を
「
近
世
の
所
謂
大
曲
（
楽
）」
と
称
し
、当
時
の
歌
唱
の
規
範
的
な
作
品
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
十
首
の
中
に
は
、テ
ー

マ
や
小
序
が
付
さ
れ
て
い
た
も
の
も
あ
る
が
、
歌
唱
に
際
し
て
必
要
な
情
報
で
は
な
い
の
で
、『
陽
春
白
雪
』
で
は
す
べ
て
省
略
さ
れ

て
い
る
。
宮
調
が
記
さ
れ
て
い
る
作
品
が
五
首
あ
り
、
歌
う
た
め
の
脚
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
晏
幾
道
「
鷓
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宋
金
十
「
大
曲
（
楽
）」
箋
釈

鴣
天
」
と
朱
淑
真
「
生
査
子
」
は
、
宋
人
の
詞
集
に
記
さ
れ
る
宮
調
と
違
っ
て
お
り
、
歌
う
必
要
以
外
に
も
と
の
宮
調
を
改
め
る
理
由

は
な
い
。
い
く
つ
か
の
現
象
か
ら
見
て
、『
陽
春
白
雪
』
に
収
録
さ
れ
た
十
首
は
、
歌
壇
に
提
供
さ
れ
た
唱
本
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
雑

劇
「
百
家
亭
」
に
出
て
く
る
「
懐
揣
」「
十
大
曲
」
も
、
こ
う
し
た
唱
本
を
指
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
元
代
に
な
っ
て
「
詞
楽
は

伝
を
失
い
」
歌
わ
れ
な
く
な
っ
た
、
と
の
従
来
の
見
方
は
見
直
さ
れ
て
よ
い
。
少
な
く
と
も
こ
の
「
十
大
曲
」
は
楽
曲
も
歌
唱
法
も
、

元
代
で
も
失
わ
れ
ず
に
歌
壇
で
歌
い
継
が
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、「
十
大
曲
」
と
い
う
名
称
で
あ
る
が
、「
唱
論
」
は
当
時
の
歌
壇
の
事
実
を
記
録
し
て
お
り
、
作
品
の
選
択
に
つ
い
て
言
え
ば
、

宋
詞
と
金
詞
と
を
区
別
し
て
い
な
い
。
北
宋
と
南
宋
と
の
間
に
は
、
道
統
・
政
統
・
文
統
の
継
承
関
係
が
あ
っ
た
が
、
金
と
南
宋
は
王

朝
も
分
断
さ
れ
、
地
域
は
南
と
北
に
分
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
文
化
・
文
学
は
同
一
の
文
化
母
体
か
ら
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
宋
詞
と

金
詞
の
創
作
に
つ
い
て
も
、
同
様
で
あ
る
。
元
代
に
な
っ
て
南
北
が
統
一
さ
れ
、
政
治
と
地
域
の
隔
た
り
が
な
く
な
る
と
、
文
化
的
な

同
一
性
が
再
び
出
現
し
た
。
文
化
的
に
は
、
宋
詞
と
金
詞
を
も
は
や
強
い
て
区
別
す
る
必
要
は
な
く
な
っ
た
た
め
、「
唱
論
」
は
宋
朝

と
金
朝
を
指
し
て
「
近
世
」
と
濁
し
た
の
で
あ
る
。
十
人
の
詞
人
に
つ
い
て
も
、
宋
人
か
金
人
か
を
記
さ
ず
、
配
列
上
も
朝
代
に
よ
る

区
別
を
し
て
い
な
い
。
宋
詞
と
金
詞
は
、
こ
こ
で
は
完
全
に
一
体
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
文
化
に
対
す
る
き
わ
め
て
高
い
見
識
を

示
し
て
お
り
、
詞
の
歴
史
を
研
究
す
る
に
当
た
っ
て
、
金
詞
と
宋
詞
と
の
間
に
分
断
を
置
く
べ
き
で
な
い
こ
と
を
我
々
に
教
え
て
く
れ

る
。
宋
詞
と
金
詞
を
一
体
と
見
る
こ
と
で
、
蘇
軾
の
詞
風
の
影
響
を
全
面
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
し
、
蘇
軾
と
辛
棄
疾
の
間

に
詞
風
の
継
承
が
あ
っ
た
点
に
つ
い
て
も
、
重
要
な
仲
介
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
に
、「
十
大
曲
」
は
大
型
の
選
集
で
は
な
く
、
宋
詞
と
金
詞
の
創
作
面
を
全
面
的
に
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
。
唱
本
の
一
つ

と
し
て
、
当
時
歌
壇
で
流
行
し
て
い
た
作
品
を
記
録
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
当
時
ま
だ
詞
の
歌
唱
が
衰
退
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、

ど
の
よ
う
な
歌
詞
が
歌
わ
れ
て
い
た
の
か
を
教
え
て
く
れ
る
こ
と
に
、
そ
の
主
な
価
値
が
あ
る
。「
十
大
曲
」
と
い
う
言
い
方
に
つ
い
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て
は
、
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。「
十
大
」
と
し
て
作
品
を
集
め
る
例
は
他
に
も
あ
る
が
、
一
定
の
厳
密
な
評
価
基
準
は
見
当

た
ら
な
い
。
こ
の
十
首
が
選
ば
れ
た
の
は
、
必
ず
し
も
明
確
な
選
択
基
準
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
偶
然
の
要
素
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
の
選
択
が
必
ず
し
も
精
密
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
意
識
的
な
取
捨
選
択
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
分
析
の
結
果
ま
ち
が
い
な

い
。
金
詞
が
三
首
、
宋
詞
が
七
首
で
、
現
存
す
る
作
品
の
質
と
量
か
ら
言
え
ば
、
や
や
金
詞
に
傾
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
こ

と
は
、「
十
大
曲
」
が
金
朝
に
成
立
し
て
、
金
か
ら
元
に
伝
わ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
（
こ
の
見
方
は
、
北
京
大
学
中

文
系
三
年
生
の
彭
琳
君
に
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）。
だ
が
、
当
時
の
歌
壇
が
金
詞
を
意
外
に
軽
視
し
て
な
い
点
は
、
も
っ
と
重
要
か
も
知

れ
な
い
。
呉
激
・
蔡
松
年
は
金
詞
の
双
璧
で
、「
呉
蔡
体
」
と
称
さ
れ
、
鄭
千
江
の
作
品
も
金
詞
の
一
級
の
作
品
で
あ
る
。「
春
草
碧
」

の
作
者
は
呉
激
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
の
だ
が
、
当
時
は
呉
激
の
作
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。「
石
州
慢
」
は
蔡
松
年
の
代
表
作
で
は

な
い
が
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
よ
っ
て
広
く
知
ら
れ
た
点
で
、
他
の
作
品
と
異
な
っ
て
い
る
。
宋
詞
の
七
首
は
代
表
的
な
詞
人
の
代
表
的
な

作
品
で
あ
る
が
、
今
日
の
目
か
ら
見
て
や
や
疑
問
に
思
わ
れ
る
も
の
が
二
篇
あ
る
。
一
つ
は
蘇
小
小
の
商
調
「
蝶
恋
花
」
で
、
芸
術
性

は
さ
ほ
ど
高
く
な
い
が
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
濃
厚
な
伝
奇
的
色
彩
が
あ
り
、
伝
奇
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
持
つ
多
く
の
宋
詞
作
品
の
代
表
と

言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
当
時
は
広
く
流
行
し
、歌
壇
で
歓
迎
さ
れ
た
の
は
、通
俗
的
な
文
化
の
流
行
に
こ
う
し
た
伝
奇
的
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
広
く
好
ま
れ
る
背
景
が
あ
る
か
ら
で
、今
日
の
目
で
判
断
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
二
つ
め
は
朱
淑
真
の
大
石
調「
生
査
子
」で
、

面
白
い
句
は
あ
る
け
れ
ど
、
決
し
て
作
品
全
体
が
傑
作
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
宋
代
に
多
く
の
女
性
詞
人
が
た
く
さ
ん
の
作

品
を
残
し
た
中
で
、
朱
淑
真
の
作
だ
け
が
十
首
の
中
に
選
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
無
視
さ
れ
て
い
い
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
、
今
日

も
っ
と
名
声
の
高
い
李
清
照
で
は
な
く
、朱
淑
真
だ
っ
た
の
か
。
朱
淑
真
の
詞
の
ほ
う
が
よ
り
通
俗
的
で
分
か
り
や
す
か
っ
た
た
め
に
、

当
時
よ
り
広
く
伝
え
ら
れ
た
の
が
、
そ
の
理
由
で
あ
ろ
う
か
。

　

第
四
に
、「
十
大
曲
」
は
、
テ
ー
マ
が
比
較
的
多
様
で
、
風
格
も
豊
か
で
あ
る
。
慷
慨
や
高
邁
、
哀
怨
が
あ
り
、
沈
鬱
で
意
味
深
遠
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宋
金
十
「
大
曲
（
楽
）」
箋
釈

な
も
の
も
あ
れ
ば
、
分
か
り
や
す
く
通
俗
的
な
作
も
あ
る
。「
詞
は
艶
科
為
り
」
と
い
う
言
い
方
は
、
こ
こ
で
は
ま
っ
た
く
当
て
は
ま

ら
な
い
。
伝
播
と
受
容
の
点
か
ら
い
え
ば
、
当
時
の
歌
壇
は
か
な
り
幅
広
く
受
容
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
味
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
だ
が
、
秦
観
・
周
邦
彦
・
姜
夔
・
呉
文
英
ら
歴
代
公
認
の
婉
約
派
詞
人
の
作
品
が
一
首
も
入
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
注
目

し
て
い
い
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
た
っ
た
十
首
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
す
べ
て
の
作
品
を
網
羅
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
し
、
す
で
に

述
べ
た
よ
う
に
「
十
大
曲
」
は
あ
る
種
の
偶
然
性
を
持
ち
、
必
ず
し
も
宋
詞
の
状
況
を
全
面
的
に
表
す
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
宋

詞
の
歴
史
の
上
で
重
要
な
位
置
を
占
め
、
高
い
名
声
を
ほ
こ
る
数
人
の
詞
人
の
作
が
一
つ
も
入
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
考
え
て
み
る
価

値
の
あ
る
問
題
で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
す
ぐ
に
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、「
十
大
曲
」
が
あ
る
偏
向
性
を
持
っ
て
い
た
、
と
言

う
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
一
九
九
八
年
一
月
二
十
日　

北
京
西
郊
蔚
秀
園
に
て
草
稿
）

（
二
○
○
三
年
六
月
一
日　

北
京
西
郊
藍
旗
営
寓
所
に
て
改
訂
）

（『
文
学
遺
産
』
二
○
○
四
年
第
一
期
、
八
三
～
九
六
頁
、
掲
載
）

（
二
○
○
五
年
九
月
四
日　

一
部
補
訂
）


